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中
東
コ
マ
ン
ド
構
想
と
そ
の
遺
産
　
一
九
五
〇
～
一
九
五
二
年

小
　
野
　
沢

透

門
要
約
】
　
…
九
五
〇
年
代
初
頭
は
、
中
東
に
対
す
る
合
衆
国
独
自
の
目
標
や
行
動
方
針
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
は
、
一
九
四
〇
年
代
後

半
に
は
中
東
に
お
け
る
非
公
式
帝
国
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
英
国
に
事
実
上
依
存
す
る
消
極
的
な
政
策
を
と
っ
て
い
た
が
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
中
東
に

お
け
る
軍
事
的
責
任
を
め
ぐ
る
英
国
と
の
意
見
対
立
や
同
地
域
諸
国
の
西
側
陣
営
か
ら
の
離
反
傾
向
を
看
過
で
き
な
く
な
っ
た
。
同
時
に
合
衆
国
政
府
内

で
は
、
中
東
諸
国
と
の
政
治
的
関
係
強
化
を
主
張
す
る
国
務
省
と
中
東
へ
の
関
与
に
消
極
的
な
軍
部
と
の
対
立
が
生
じ
て
い
た
。
中
東
コ
マ
ン
ド
権
想
は
、

一
方
で
中
東
を
巡
る
米
断
雲
の
政
策
調
整
の
舞
台
と
な
る
と
同
時
に
、
他
方
で
合
衆
国
政
府
内
に
新
た
な
中
東
政
策
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
析
出
せ
し
む
る
触

媒
と
し
て
機
能
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
末
期
ま
で
に
合
衆
国
の
政
策
決
定
湿
た
ち
は
、
申
東
全
域
を
強
固
に
西
側
陣
営
に
組
み
込
み
、
そ
し
て
同
地
域

の
軍
事
態
勢
を
も
強
化
す
る
よ
う
な
地
域
的
機
構
を
構
築
す
る
こ
と
を
長
期
的
な
目
標
と
し
て
共
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の

積
極
的
な
政
策
を
遂
行
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
が
独
自
の
申
東
政
策
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
合
衆
国
が
同
地
域
に
お
け

る
英
国
の
政
策
に
干
渉
す
る
傾
向
を
強
め
る
こ
と
を
も
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
六
巻
二
号
　
二
〇
9
二
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
五
〇
年
代
初
頭
は
、
中
東
に
対
す
る
合
衆
国
の
ス
タ
ン
ス
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
中
東
に

お
け
る
非
公
式
帝
国
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
英
国
は
、
経
済
的
苦
境
に
陥
る
一
方
で
、
申
東
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
要
な
標
的
と



アメり力合衆国の中東政策の形成（小野沢）

さ
れ
、
そ
の
中
東
に
お
け
る
地
位
は
揺
ら
い
で
い
た
。
一
方
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
を
通
じ
て
合
衆
国
は
、
英
国
の
苦
境
を
認
識
し
つ
つ
、
基

本
的
に
は
英
国
が
中
東
に
お
け
る
安
定
化
勢
力
と
し
て
そ
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
英
国
の
申
東
政
策
を
大
筋
で
是
認
す
る
受
動

的
な
姿
勢
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
（
国
鋤
塁
ω
・
摩
§
琶
）
政
権
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
去
る
ま
で
に
は
、
合
衆
国
の
政
策
担

当
者
た
ち
は
中
東
地
域
に
積
極
的
に
関
与
す
る
態
勢
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
新
た
な
ス
タ
ン
ス
の
形
成
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

の
が
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
現
れ
た
「
中
東
コ
マ
ン
ド
（
護
佳
『
白
話
0
§
§
琶
以
下
M
E
C
）
」
構
想
お
よ
び
同
構
想
の
後
継
で
あ
る

「
中
東
防
衛
機
構
（
ζ
凱
儒
一
①
鯉
ω
6
Φ
§
の
①
○
同
σ
q
p
巳
N
巴
8
以
下
M
E
D
O
）
」
構
想
で
あ
っ
た
。
M
E
C
／
M
E
D
O
構
想
は
、
中
東
政
策
を
め

ぐ
る
米
英
間
の
外
交
課
題
と
な
る
と
同
時
に
、
合
衆
国
政
府
内
で
政
策
担
当
者
た
ち
が
新
た
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
て
い
く
触
媒
と
し
て

も
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
M
E
C
／
M
E
D
O
構
想
の
展
開
を
そ
の
前
史
か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
合
衆
心
の
中
東
に
対
す

る
新
た
な
ス
タ
ン
ス
の
形
成
過
程
を
跡
づ
け
る
。

　
～
九
五
〇
年
代
の
合
衆
国
の
対
中
東
政
策
に
は
、
個
々
の
中
東
諸
国
に
対
す
る
政
策
の
総
和
と
し
て
は
捉
え
き
れ
ぬ
側
面
が
存
在
し
た
。
そ

れ
は
、
中
東
地
域
全
体
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
捉
え
、
地
域
全
体
を
単
位
と
し
た
冒
標
と
行
動
計
画
を
設
定
す
る
、
い
わ
ば
地
域
的
政
策
と
し

て
の
側
面
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
西
欧
や
極
東
に
対
す
る
合
衆
国
の
戦
後
政
策
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
地
域
的
政
策
と
し
て
分
析
す
る
優

れ
た
先
行
研
究
が
存
在
す
る
一
方
で
、
対
中
東
政
策
に
関
し
て
は
、
地
域
全
体
を
対
象
と
す
る
政
策
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
検
討
し
た
も
の
は
ほ

と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
東
へ
の
合
衆
圏
の
政
治
的
関
与
の
増
大
は
構
造
的
に
説
明
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
世
界
大
国
と
し
て

の
英
圏
の
凋
落
と
合
衆
国
の
台
頭
と
い
う
世
界
的
な
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
伴
う
必
然
的
な
帰
結
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
あ
え
て

単
純
化
す
る
な
ら
ば
、
従
来
の
議
論
は
、
合
衆
国
の
中
東
へ
の
関
与
増
大
を
所
与
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
し
て
前
提
し
つ
つ
、
章
魚
を
巡
る
米
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

関
係
を
ス
エ
ズ
危
機
と
い
う
象
徴
的
事
件
に
至
る
単
線
的
な
流
れ
と
し
て
説
明
す
る
傾
向
に
陥
り
が
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
合
衆
国
の
中
東
政
策
を
地
域
的
政
策
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
第
一
段
階
を
構
成
す
る
。
ト
ル
ー
マ

ン
政
権
末
期
ま
で
に
、
合
衆
国
の
政
策
担
当
者
た
ち
は
、
中
東
全
域
を
明
確
に
西
側
陣
営
に
取
り
込
む
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
定
め
る
に
至
っ
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た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
は
中
東
に
お
け
る
軍
事
的
責
任
は
回
避
し
つ
つ
も
、
主
に
政
治
的
側
面
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
政
策
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
新
た
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
い
ま
だ
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
数

年
間
の
合
衆
国
の
中
東
政
策
を
大
き
く
規
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
中
東
に
対
す
る
独
自
の
政
策
目
標
や
行
動
計
画
を
抱
く
よ
う
に
な
る
に

つ
れ
て
、
合
衆
国
は
自
ら
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
役
割
や
行
動
を
英
国
に
期
待
し
、
時
に
そ
れ
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
強
め
て
い
っ

た
。
中
東
を
め
ぐ
る
米
英
関
係
は
、
合
衆
国
政
府
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
伴
っ
て
徐
々
に
変
質
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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E
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先
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的
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が
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エ
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問
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文
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の
み
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問
題
が
あ
る
。
米
・
ト
ル
コ
関
係
に
つ
い
て
は
、
ζ
巴
く
巻

　
℃
．
じ
Φ
鎚
①
門
㌦
．
ω
§
8
σ
Q
ざ
U
堂
。
導
8
ざ
餌
⇔
仙
野
⑦
0
。
賦
≦
彗
6
冨
q
韓
①
畠

　
ω
翼
①
ω
甲
雲
母
冨
ざ
勉
民
客
〉
↓
ρ
一
⑩
禽
－
縛
り
認
甲
、
．
ぎ
§
白
き
黛
ミ
ミ
駄
』
ミ
ミ
ら
§

　
ミ
旨
凹
く
9
謡
甲
客
ρ
♪
（
ζ
β
。
「
。
匡
Φ
c
。
α
）
り
。
。
o
マ
。
。
謡
（
以
下
．
．
ω
欝
け
Φ
α
q
《
、
－
）

　
が
優
れ
た
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
H
山
Φ
ヨ
．
曽
臨
ミ
§
繕
、
§
亀
嗣
ぎ
竃
舞

　
さ
職
§
ミ
浄
ミ
識
童
ミ
馬
寄
ミ
ミ
亀
醤
郎
§
§
ミ
、
ミ
』
§
り
§
駄
暮
馬
9
ミ
き
、
（
ω
け
き
－

　
｛
o
a
d
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⑩
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）
は
、
合
衆
国
の
中
東
政
策
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
政
策
の
｝

環
と
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
地
域
釣
レ
ベ
ル
の
政
策
形
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
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に

は
関
心
を
払
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第
【
章
　
米
英
の
協
調
と
摩
擦

第
一
節
　
中
東
を
め
ぐ
る
米
英
協
調
の
実
態

アメリカ合衆国の中東政策の形成（小野沢）

　
一
九
四
〇
年
代
後
半
は
、
育
英
両
国
の
政
策
決
定
者
た
ち
が
中
東
地
域
に
対
す
る
両
国
の
政
策
的
協
力
を
目
指
し
、
そ
れ
が
～
定
の
成
功
を

収
め
て
い
る
と
評
価
し
て
い
た
点
で
、
中
東
を
巡
る
「
二
面
協
調
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
協
調
」
の
内
実
と
限
界
を
確
認
す
る
こ
と
が
、

本
稿
に
お
け
る
最
初
の
課
題
で
あ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
英
国
労
働
党
政
権
内
で
は
中
東
の
非
公
式
帝
国
の
将
来
を
め
ぐ
る
政
策
論
争
が
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
断
続
的

に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
論
争
に
お
い
て
は
、
ア
ト
リ
ー
（
Ω
Φ
ヨ
Φ
緊
》
巳
①
Φ
）
首
相
ら
が
英
国
の
軍
事
的
・
経
済
的
能
力
の
限
界
を
理

由
と
し
て
中
東
の
非
公
式
帝
国
を
放
棄
す
る
方
針
を
主
張
す
る
一
方
で
、
三
軍
参
謀
総
長
委
員
会
（
0
7
鼠
も
。
。
｛
ω
段
｛
以
下
C
O
S
）
に
代
表
さ

れ
る
軍
部
、
国
防
省
、
お
よ
び
ベ
ヴ
ィ
ン
（
国
H
コ
Φ
ω
門
b
ご
Φ
＜
一
口
）
外
相
ら
は
中
東
を
断
固
と
し
て
保
持
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
論
争

は
一
九
四
七
年
初
頭
ま
で
に
は
後
者
の
勝
利
に
終
わ
り
、
後
者
の
主
張
は
同
年
五
月
に
承
認
さ
れ
た
「
全
般
的
戦
略
計
画
（
日
冨
○
く
Φ
邑
｝

曽
韓
①
σ
q
8
霞
讐
）
」
に
お
い
て
、
英
本
国
、
主
要
海
上
交
通
路
、
中
東
を
、
英
連
邦
防
衛
の
た
め
の
「
三
蓋
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
世
界
戦
略

と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
軍
部
や
ベ
ヴ
イ
ン
ら
の
主
張
、
そ
し
て
そ
れ
を
定
式
化
し
た
三
審
政
策
は
、
英
国
の
国
力
や
軍
事
力
の
冷

静
な
分
析
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
「
大
国
」
に
踏
み
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
願
望
か
ら
主
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
気
柱
政
策

が
定
式
化
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
ソ
連
が
中
東
を
侵
略
し
た
場
合
に
、
英
国
が
単
独
で
中
東
を
防
衛
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
た
。
ゆ
え
に
中
東
の
軍
事
的
防
衛
の
た
め
に
合
衆
国
と
英
連
邦
自
治
領
諸
国
の
軍
事
的
支
援
を
獲
得
す
る
こ
と
が
、
英
国
政
府
の
中
東
政
策

に
お
け
る
大
き
な
目
標
と
さ
れ
た
。
英
国
に
と
っ
て
中
東
を
巡
る
米
国
と
の
協
調
と
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
戦
時
に
お
け
る
米
国
の
軍
事
力
へ
の

依
存
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
六
月
に
承
認
さ
れ
る
対
外
政
策
の
基
本
方
針
「
防
衛
政
策
と
世
界
戦
略
（
∪
Φ
｛
魯
8
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℃
。
晋
《
鋤
滋
O
一
。
げ
巴
ω
冨
け
Φ
α
q
団
）
」
に
お
い
て
は
本
国
防
衛
の
延
長
と
し
て
西
欧
防
衛
を
最
重
視
す
る
と
い
う
方
向
で
三
無
政
策
に
実
質
的
な
変

更
が
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
の
政
策
転
換
は
英
国
の
中
東
政
策
お
よ
び
軍
事
戦
略
に
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。

三
柱
政
策
は
、
一
九
五
二
年
六
月
に
同
年
度
版
の
「
防
衛
政
策
と
世
界
戦
略
」
が
採
用
さ
れ
る
ま
で
命
脈
を
保
ち
、
英
国
の
中
東
政
策
・
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
基
本
的
前
提
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
合
衆
国
の
中
東
地
域
に
対
す
る
政
策
は
、
そ
の
視
野
や
目
標
が
非
常
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
合
衆
国
政
府
は
中
東
石
油
を
世
界
経
済
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
戦
後
の
国
際
石
油
秩
序
を
構
築
す
べ
く
活
動
し

て
い
た
。
他
方
で
合
衆
国
は
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
に
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
諸
国
の
支
配
体
制
お
よ
び
軍
事
力
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
中
東
全
体
を
佑
漉
す
る
な
ら
ば
、
合
衆
国
は
依
然
と
し
て
同
地
域
の
政
治
的
・
軍
事
的
問
題
を
英
圏
の
手

に
委
ね
、
英
国
の
方
針
を
追
認
す
る
姿
勢
を
保
っ
て
い
た
。
一
九
四
七
年
晩
秋
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
で
開
催
さ
れ
た
中
東
に
関
す
る
包
括
的
な
米
英

協
議
で
は
、
中
東
の
二
〇
あ
ま
り
の
国
や
地
域
に
対
す
る
両
国
の
政
策
に
関
す
る
大
量
の
合
意
文
書
が
作
成
さ
れ
、
一
連
の
合
意
を
総
括
す
る

文
書
に
お
い
て
は
、
出
血
両
国
が
と
も
に
中
東
地
域
を
「
死
活
的
に
重
要
（
≦
日
貸
）
」
な
地
域
と
見
倣
し
つ
つ
「
同
方
向
（
℃
舞
一
置
）
」
の
政
策

を
遂
行
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
実
質
的
に
は
こ
れ
ら
の
合
意
は
、
中
東
に
お
け
る
英
国
の
非
公
式
帝
国
を
合
衆
国
が
承
認
し
、
そ
の
維
持
に

協
力
す
る
事
を
骨
子
と
し
て
い
た
。
合
衆
国
の
受
動
的
な
姿
勢
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
関
し
て
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
一
〇
月
に
承

認
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障
会
議
（
客
巴
8
巴
ω
①
。
ξ
芽
0
2
⇒
。
一
一
）
文
書
四
七
／
二
（
以
下
、
N
S
C
四
七
／
二
の
よ
う
に
略
記
）
「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア

ラ
ブ
諸
国
に
対
す
る
合
衆
国
の
政
策
」
で
は
、
主
に
国
連
に
期
待
さ
れ
て
い
た
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
の
解
決
方
針
に
紙
幅
が
割
か
れ
る

～
方
で
、
特
定
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
対
す
る
合
衆
国
独
自
の
政
策
は
一
切
示
さ
れ
ず
、
英
国
と
の
協
調
と
い
う
基
本
方
針
が
述
べ
ら
れ
た
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
同
時
期
に
行
わ
れ
た
中
東
に
関
す
る
再
度
の
米
英
協
議
に
お
い
て
も
、
両
国
は
二
年
前
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
合
意
を
基
本
的
に
再
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
、
そ
れ
を
長
期
的
に
経
済
的
分
野
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
中
東
を
巡
る
米
英
協
調
は
、
軍
事
面
に
お
い
て
脆
弱
な
基
礎
の
上
に
立
っ
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
急
速
な
動
員
解
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除
と
軍
事
予
算
の
上
限
設
定
に
直
面
し
た
米
統
合
参
謀
本
部
（
｝
9
巨
9
駿
。
。
。
｛
ω
段
h
以
下
J
C
S
）
は
、
合
衆
国
の
軍
事
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
そ
の
軍
事
的
能
力
に
比
し
て
過
剰
に
な
る
こ
と
を
慎
重
に
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
J
C
S
は
、
～
九
四
七
年
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン

合
意
以
来
～
許
し
て
、
全
面
戦
争
時
に
米
軍
を
中
東
に
派
遣
す
る
義
務
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
、
英
国
と
の
協
調
に
明
確
な
留
保
を

付
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
J
C
S
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
合
意
に
お
け
る
「
死
活
的
に
重
要
」
と
の
文
言
が
、
合
衆
国
の
中
東
へ
の
軍
事
的
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
可
能
性
に
懸
念
を
示
す
一
方
で
、
縞
合
意
中
の
「
東
地
中
海
及
び
申
東
の
防
衛
に
関
す
る
主
た
る
責
任
は
英
国
が

引
き
続
き
憩
う
べ
き
で
あ
る
」
と
の
一
文
を
根
拠
に
、
中
東
の
軍
事
的
責
任
は
英
国
が
担
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
立
場
を
堅
持
し
て

　
　
　
　
　
　
③

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
米
国
の
軍
事
力
に
依
存
し
つ
つ
中
東
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
英
国
政
府
の
方
針
と
J
C
S
の
基
本
方
針
の
間
に
は
明
ら
か
な
対
立
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
対
立
は
当
面
は
潜
在
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
J
C
S
が
エ
ジ
プ
ト
の
ス
エ
ズ
地
域
に
広
が
る
巨
大
な
英
軍

基
地
を
重
要
な
戦
略
的
資
産
と
見
倣
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
大
戦
後
の
数
年
間
に
米
軍
部
が
策
定
し
た
戦
略
分
析
や
対
ソ
戦
争
計
画
に
お
い

て
、
ス
エ
ズ
基
地
は
、
英
本
土
、
沖
縄
と
な
ら
ん
で
、
ソ
連
中
心
部
に
対
す
る
戦
略
爆
撃
の
発
進
基
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
を
防
衛
す
る

た
め
に
全
面
戦
争
時
に
は
米
陸
軍
の
戦
闘
部
隊
や
同
空
軍
戦
闘
機
部
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
初
期
に
米
軍

部
が
作
成
し
た
対
ソ
戦
争
計
画
が
主
に
純
軍
事
的
な
戦
略
分
析
に
立
脚
し
て
い
た
結
果
で
あ
っ
た
。
避
雷
す
れ
ば
、
中
東
に
米
軍
を
派
遣
す
る

方
針
は
、
中
東
や
エ
ジ
プ
ト
が
政
治
的
に
重
要
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
脚
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
対
ソ
軍
事
戦
略
上
有
用
な
基
地
が
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
ま
ス
エ
ズ
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
N
A
T
O
）
結
成
後
、
西
欧
を
最
重
視
す
る
と
い
う
政
治
的
目
標
を
反
映
し
た
軍
事
戦
略
へ
の
転
換
が
行
わ

れ
、
中
東
を
巡
る
米
国
の
軍
事
計
画
は
大
き
く
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
宋
に
承
認
を
受
け
る
米
軍
部
の
戦
争
計
画
「
オ
フ

タ
ッ
ク
ル
（
○
｛
｛
櫛
鋤
O
開
一
Φ
）
」
で
は
、
従
来
の
計
画
に
お
い
て
ス
エ
ズ
基
地
防
衛
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
米
軍
戦
力
が
、
西
欧
防
衛
を
支
援
し

必
要
と
あ
ら
ば
西
欧
を
奪
訂
す
る
目
的
の
た
め
に
、
す
べ
て
地
中
海
西
部
と
北
ア
フ
リ
カ
西
部
に
振
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
合
衆
国
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⑤

は
こ
れ
以
降
、
全
面
戦
争
時
に
米
軍
の
支
援
な
し
に
中
東
地
域
を
防
衛
す
る
よ
う
英
国
に
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら

米
国
の
戦
略
転
換
は
英
国
政
府
に
衝
撃
を
与
え
た
。
米
国
側
の
方
針
転
換
は
一
九
四
九
年
八
月
の
段
階
で
英
国
側
に
伝
達
さ
れ
た
が
、
そ
の
際

に
英
国
側
は
「
連
合
王
国
お
よ
び
英
連
邦
は
、
合
衆
国
の
支
援
な
し
に
中
東
を
保
持
し
、
か
つ
同
時
に
西
欧
に
軍
事
力
を
派
遣
す
る
こ
と
な
ど

考
え
ら
れ
な
い
」
と
率
直
に
指
摘
し
た
。
こ
の
時
以
降
、
英
国
政
府
こ
と
に
C
O
S
は
、
全
面
戦
争
時
に
米
軍
を
中
東
に
派
遣
す
る
と
い
う
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
合
衆
国
政
府
か
ら
再
び
取
り
つ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
た
目
標
と
し
て
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
中
東
の
軍
事
的
責
任
を
め
ぐ
る
米
英
問
の
対
立
も
、
中
東
を
巡
る
全
般
的
な
米
英
協
調
と
い
う
枠
組
み
を
崩
す
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
英
外
務
省
、
C
O
S
と
も
、
短
期
的
に
米
国
の
軍
事
計
画
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
長
期
的
に
米
英
関
係
を
発

展
さ
せ
る
過
程
で
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
中
東
を
め
ぐ
る
疑
雲
協
調
の
枠
組
み
は
、
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

事
的
側
面
に
お
け
る
軋
礫
を
増
大
さ
せ
つ
つ
も
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
舗
　
政
策
課
題
の
浮
上

　
朝
鮮
戦
争
は
中
東
の
軍
事
的
責
任
を
巡
る
駐
英
間
の
対
立
を
表
面
化
さ
せ
た
。
米
英
の
指
導
層
は
と
も
に
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
局
地
的
戦
争

が
米
ソ
を
巻
き
込
む
全
面
戦
争
に
発
展
す
る
可
能
性
を
恐
れ
て
い
た
が
、
特
に
英
国
政
府
は
ソ
連
の
中
東
侵
略
の
可
能
性
を
深
く
憂
慮
し
て
い

た
。
英
国
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
中
東
を
巡
る
軍
事
問
題
を
も
は
や
長
期
的
な
問
題
と
し
て
先
送
り
で
き
な
い
と
判
断
し
、
七
月
初
旬
に
行

わ
れ
た
米
英
協
議
に
お
い
て
、
英
国
が
中
東
防
衛
の
「
王
た
る
責
任
扁
を
損
っ
て
い
る
と
い
う
原
則
の
見
直
し
、
お
よ
び
全
面
戦
争
時
の
中
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
お
け
る
米
国
の
軍
事
的
支
援
を
求
め
た
。
し
か
る
に
米
国
側
は
こ
れ
ら
の
要
求
を
峻
拒
し
た
。

　
次
回
の
米
英
協
議
に
備
え
る
べ
く
、
C
O
S
は
中
東
に
関
す
る
包
括
的
検
討
を
行
っ
た
。
C
O
S
の
検
討
結
果
は
、
中
東
に
対
す
る
平
時

（
C
O
S
は
「
冷
戦
期
」
と
呼
ん
だ
）
の
政
策
と
全
面
戦
争
時
の
軍
事
戦
略
の
二
部
に
分
か
れ
て
い
た
。
平
時
の
政
策
と
し
て
、
C
O
S
は
基
本

的
に
既
存
政
策
の
継
続
な
い
し
強
化
を
勧
告
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
北
部
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ソ
連
の
策
動
や
イ
ラ
ン
の
共
産
主
義
政
党
で
あ
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る
ト
ゥ
ー
デ
党
の
ク
ー
デ
タ
ー
な
ど
全
面
戦
争
に
至
ら
ぬ
イ
ラ
ン
有
事
に
際
し
て
、
イ
ラ
ン
南
部
油
田
地
帯
の
中
心
地
ア
バ
ダ
ー
ン
に
羽
黒
を

投
入
す
る
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
を
C
O
S
が
示
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
C
O
S
は
、
軍
事
戦
略
に
関
し
て
は
非
常
に
慎
重
な
姿
勢
を
示

し
た
。
C
O
S
は
ソ
連
の
北
方
か
ら
の
軍
事
的
侵
攻
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
防
衛
線
を
列
挙
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
彼
ら
が
こ
の
時
点
で
実

現
を
有
望
視
し
た
の
は
う
マ
ッ
ラ
線
と
呼
ば
れ
る
防
衛
線
で
あ
っ
た
。
ラ
マ
ッ
ラ
線
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
南
部
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
至
る
地
域
の
防

衛
を
想
定
す
る
最
小
限
の
防
衛
線
で
あ
り
、
仮
に
実
現
さ
れ
た
と
し
て
も
中
東
の
ほ
ぼ
全
域
を
放
棄
す
る
こ
の
軍
事
戦
略
の
不
十
分
さ
は
明
ら

か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
C
O
S
は
ラ
マ
ッ
ラ
線
防
衛
す
ら
実
現
を
養
う
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
最
大
の
防
衛
線
で
あ
る
「
外

環
（
2
§
沁
ぎ
σ
q
）
」
防
衛
線
は
、
ト
ル
コ
南
東
部
か
ら
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
を
経
て
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
の
バ
ン
ダ
レ
・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
伸
び
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
C
O
S
は
軍
事
力
の
不
足
を
理
由
に
こ
れ
を
却
下
し
た
。
次
善
の
「
内
渡
（
H
自
雪
空
・
α
Q
）
」
防
衛
線
は
、
ト
ル
コ
南
東
部
か
ら
ス

エ
ズ
基
地
に
至
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
域
を
防
衛
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
C
O
S
は
こ
の
戦
略
の
実
現
を
米
英
の
長
期
的
な
目
標
と
す
べ
き

で
あ
る
と
勧
告
し
た
。
同
時
に
C
O
S
は
、
内
環
防
衛
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
に
は
米
軍
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
中
東
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
米
国
の
軍
事
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
改
め
て
強
く
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
C
O
S
の
検
討
結
果
は
、
米
英
協
議
に
先
立
っ
て
、
英
国
政
府
の
基
本
的
立
場
と
し
て
米
国
側
に
伝
達
さ
れ
た
。
平
時
の
政
策
に
関
す
る
部

分
を
分
析
し
た
国
務
省
は
、
お
お
む
ね
好
意
的
な
反
応
を
示
し
た
。
国
務
省
は
、
英
国
の
軍
事
計
画
に
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

む
し
ろ
全
面
戦
争
に
至
ら
ぬ
有
事
に
際
し
て
イ
ラ
ン
に
軍
を
派
遣
す
る
と
い
う
英
国
の
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
、
合

衆
国
も
ま
た
ダ
ー
ラ
ン
に
兵
力
を
駐
留
さ
せ
る
可
能
性
な
ど
「
中
東
諸
国
の
自
信
を
強
め
る
た
め
」
の
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の

　
　
⑩

で
あ
る
。
一
方
、
軍
事
戦
略
の
部
分
を
検
討
し
た
J
C
S
は
、
国
務
省
と
は
対
照
的
に
、
英
国
の
方
針
を
全
面
的
に
拒
否
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

J
C
S
は
、
内
地
お
よ
び
「
そ
れ
以
下
の
い
か
な
る
防
衛
線
」
も
「
中
東
の
防
衛
で
は
な
く
エ
ジ
プ
ト
の
防
衛
に
過
ぎ
な
い
」
と
断
じ
、
外
環

防
衛
線
を
戦
略
の
基
礎
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
同
時
に
J
C
S
は
、
全
面
戦
争
時
に
中
東
に
米
軍
を
派
遣
し
な
い
と
い
う
従
来

の
姿
勢
を
堅
持
し
つ
つ
、
英
連
邦
諸
国
お
よ
び
ト
ル
コ
を
中
心
と
す
る
中
東
諸
国
の
軍
事
力
を
中
東
防
衛
の
た
め
に
活
用
す
る
よ
う
英
国
側
に
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⑪

促
し
た
。

　
J
C
S
の
主
張
は
、
当
時
策
定
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
軍
事
計
画
「
リ
ー
パ
ー
（
国
Φ
碧
Φ
円
）
」
に
基
づ
い
て
い
た
。
対
ソ
戦
が
勃
発
し
た
場
合
に

発
動
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
現
存
戦
力
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
て
い
た
「
オ
フ
タ
ッ
ク
ル
」
と
は
異
な
り
、
「
リ
ー
パ
ー
」
は
将
来
の
戦
略

目
標
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
に
合
衆
国
が
着
手
し
て
い
た
大
軍
拡
が
達
成
さ
れ
る
と

想
定
さ
れ
て
い
た
一
九
五
四
年
七
月
を
目
標
期
日
に
定
め
て
い
た
。
「
リ
ー
パ
ー
」
は
、
西
側
連
合
国
が
ソ
連
の
侵
略
に
対
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア

西
部
に
お
い
て
、
ト
ロ
ン
ド
ハ
イ
ム
・
オ
ス
ロ
・
ラ
イ
ン
川
・
ア
ル
プ
ス
・
ピ
ア
ヴ
ェ
川
・
ア
ド
リ
ア
海
・
ク
レ
タ
・
ト
ル
コ
・
ペ
ル
シ
ア
湾

に
至
る
前
面
防
衛
線
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。
こ
れ
は
中
東
に
関
し
て
は
外
環
防
衛
線
に
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、

J
C
S
が
、
一
九
五
四
年
と
い
う
大
規
模
な
軍
事
力
増
強
が
実
現
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
時
期
に
お
い
て
も
中
東
に
米
軍
を
派
遣
す
る
意
思
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
リ
ー
パ
ー
」
に
付
さ
れ
た
各
戦
線
に
投
入
さ
れ
る
戦
力
の
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
開
戦
直
後
に
中
東
防
衛
に

当
た
る
の
は
、
英
・
ト
ル
コ
・
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
の
軍
事
力
で
あ
り
、
開
戦
後
三
か
月
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

英
連
邦
諸
国
が
増
援
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
圧
倒
的
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ト

ル
コ
軍
で
あ
っ
た
。
開
戦
一
年
後
の
時
点
で
も
中
東
に
展
開
さ
れ
る
英
軍
が
四
個
師
団
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
は
開
戦
直
後
か
ら

二
二
個
師
団
と
い
う
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
も
っ
て
中
東
防
衛
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
J
C
S
は
中
東
防
衛
の
基

礎
を
エ
ジ
プ
ト
で
は
な
く
ト
ル
コ
に
置
く
こ
と
を
主
張
し
た
。
英
国
の
軍
事
戦
略
は
、
エ
ジ
プ
ト
周
辺
の
防
衛
し
か
目
標
に
掲
げ
て
い
な
い
点

の
み
な
ら
ず
、
ト
ル
コ
な
ど
中
東
諸
国
の
資
源
を
十
分
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
点
で
も
J
C
S
の
目
に
は
全
く
不
十
分
な
も
の
に
映
っ

　
　
　
　
⑫

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
J
C
S
は
「
リ
ー
パ
ー
」
に
盛
ら
れ
た
軍
事
的
目
標
を
受
け
入
れ
る
よ
う
英
国
に
迫
る
一
方
で
、
自
ら
が
中
東
の
軍

事
問
題
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
を
慎
重
に
避
け
続
け
た
。
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を
活
用
す
る
と
い
う
構
想
は
、
何
よ
り
も
合
衆
国
の
軍
事
的
責
任

を
回
避
す
る
と
い
う
目
標
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
解
答
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
香
雲
問
の
認
識
の
隔
た
り
を
考
え
れ
ば
、
一
〇
月
末
に
行
わ
れ
た
米
英
協
議
が
中
東
に
関
し
て
何
ら
合
意
に
至
れ
な
か
っ
た
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アメリカ合衆国の中東政策の形成（小野沢）

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
協
議
に
お
い
て
、
コ
リ
ン
ズ
（
旨
．
ピ
署
肯
8
0
。
田
邑
米
陸
軍
参
謀
長
は
、
戦
時
に
米
国
が
中
東
に
軍
を
派
遣
す
る
こ

と
を
改
め
て
拒
否
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
期
待
を
中
東
諸
国
に
与
え
る
よ
う
な
如
何
な
る
行
動
に
も
反
対
す
る
と
い
う
硬
直
し
た
姿
勢

を
示
し
た
。
国
務
省
は
、
英
国
の
苦
境
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
英
国
の
軍
事
的
弱
体
さ
に
懸
念
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
国
務
省
を
代

表
し
て
協
議
に
参
加
し
て
い
た
ジ
ェ
サ
ッ
プ
（
℃
臣
甘
ρ
智
ω
ω
巷
）
は
、
全
面
戦
争
時
に
「
［
中
東
］
地
域
の
大
部
分
が
保
持
さ
れ
う
る
か
」

大
い
に
疑
問
を
抱
い
た
と
指
摘
し
、
現
存
の
英
国
の
政
策
・
戦
略
が
中
東
を
「
死
活
的
に
重
要
」
と
位
置
づ
け
る
内
実
を
伴
っ
て
い
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
な
い
か
と
い
う
国
務
省
の
不
満
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。

　
軍
事
戦
略
を
め
ぐ
る
米
英
の
立
場
の
違
い
が
表
面
化
す
る
の
と
同
時
に
、
合
衆
国
政
府
内
で
も
中
東
政
策
を
め
ぐ
る
論
争
が
始
ま
っ
て
い
た
。

国
務
省
、
こ
と
に
マ
ッ
ギ
ー
（
0
8
お
①
○
ζ
。
○
冨
①
）
国
務
次
官
補
に
率
い
ら
れ
た
近
東
・
南
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
局
（
ゆ
霞
Φ
窪
。
｛
翼
①
悪
評
も
・
7

Φ
芦
ω
。
暮
7
＞
。
・
一
p
P
磐
恥
〉
｛
円
一
。
磐
≧
憩
δ
以
下
N
E
A
）
は
、
対
談
依
存
を
基
調
と
す
る
従
来
の
合
衆
国
の
中
東
政
策
は
い
ま
や
不
十
分
野
あ
る

と
判
断
し
、
米
軍
の
ダ
ー
ラ
ン
駐
留
に
代
表
さ
れ
る
積
極
的
な
政
策
を
主
張
し
始
め
て
い
た
。
こ
れ
は
、
中
東
に
お
け
る
軍
事
的
責
任
を
回
避

し
よ
う
と
す
る
米
軍
部
に
は
き
わ
め
て
危
険
な
方
針
に
映
っ
た
。
J
C
S
の
覚
書
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
J
C
S
は
中
東
へ
の
軍
事
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
コ
ミ
ッ
ト
に
結
果
す
る
」
可
能
性
の
芽
す
ら
摘
み
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
国
務
省
が
中
東
に
対
す
る
積
極
的
政
策
を
主
張
し
た
背
景
に
は
、
英
国
の
軍
事
的
弱
体
化
が
中
東
の
政
治
情
勢
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
い
う

彼
ら
の
分
析
が
あ
っ
た
。
国
務
省
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
中
東
諸
国
は
「
米
国
と
西
側
同
盟
諸
国
が
ソ
連
の
侵
略
に
対
し
て
［
中
東
］
地
域
を
防

衛
す
る
意
思
が
あ
る
か
」
懸
念
を
抱
い
て
お
り
、
西
側
諸
国
に
「
見
放
さ
れ
る
」
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
エ
ジ
プ
ト
を
筆
頭
と
す
る
中
東
諸
国

の
英
国
か
ら
の
離
反
傾
向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
の
原
因
も
、
根
本
的
に
は
英
国
の
軍
事
的
威
信
が
低
下
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
中
東
を
防
衛
す
る
能
力
を
も
た
ぬ
英
国
に
依
存
す
る
政
策
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
中
東
を
「
死
活
的

に
重
要
」
と
み
な
す
基
本
方
針
に
反
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
、
と
国
務
省
は
結
論
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
末
か
ら
五
一
年
初
頭
に
か
け
て
N
E
A
が
提
起
し
た
方
針
に
は
、
以
後
の
国
務
省
の
中
東
政
策
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
二
つ
の
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特
徴
が
表
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
国
務
省
は
中
東
諸
国
を
明
確
に
西
側
陣
営
に
引
き
入
れ
る
と
い
う
政
治
的
目
標
を
最
重
視
す
る
姿
勢
を
明
確

化
し
た
。
彼
ら
が
官
営
防
衛
戦
略
を
支
持
し
た
の
は
、
そ
れ
が
平
時
の
中
東
諸
国
と
の
政
治
的
関
係
に
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
得
る
と
考
え
ら

れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
逆
に
彼
ら
に
と
っ
て
合
衆
国
の
現
行
の
軍
事
戦
略
が
は
ら
む
最
大
の
問
題
は
、
合
衆
国
が
中
東
諸
国
を
「
戦
時
に
見
捨

て
よ
う
と
し
て
い
る
」
ゆ
え
に
、
中
東
諸
国
の
西
側
陣
営
か
ら
の
離
反
傾
向
を
助
長
す
る
潜
在
的
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
点
に
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
彼
ら
は
軍
事
戦
略
が
中
東
諸
国
の
政
治
的
指
向
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
方
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
N
E
A
は
当
初
、
米
軍
の
ダ
ー
ラ
ン
駐
留
の
よ
う
な
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
創
出
、
ひ
い
て
は
合
衆
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
拡
大

に
よ
っ
て
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
J
C
S
の
強
力
な
反
発
に
遭
遇
す
る
と
、
ほ
ど
な
く
そ
の
よ
う
な
主

張
を
取
り
下
げ
、
か
わ
り
に
政
治
的
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
必
ず
し
も
軍
事
的
責
任
を
拡
大
す
る
必
要
は
な
い
と
の
主
張
を
展
開
し
て
い

っ
た
。
国
務
省
は
、
「
米
国
が
中
東
全
域
を
防
衛
す
る
こ
と
に
死
量
的
に
重
要
な
安
全
保
障
上
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
有
し
て
い
る
」
こ
と
を
中

東
諸
国
に
知
ら
し
め
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
冷
戦
状
況
下
に
お
け
る
中
東
諸
国
の
西
側
陣
営
へ
の
支
持
や
協
力
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
国
務
省
は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
国
務
省
は
、
全
面
戦
争
時
に
お
け
る
軍
事
的
責
任
を
負
わ

ず
と
も
、
合
衆
国
は
中
東
諸
国
の
西
側
へ
の
政
治
的
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
行
動
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
基
本
的
立
場
に
立
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
に
、
国
務
省
は
中
東
全
体
を
一
つ
の
地
域
と
し
て
捉
え
、
地
域
全
体
を
単
位
に
政
策
目
標
を
設
定
し
始
め
て
い
た
。
中
東
「
全
域
（
霧

p
≦
ぎ
一
①
）
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
国
務
省
の
中
東
政
策
の
、
目
立
た
ぬ
な
が
ら
一
貫
し
た
決
ま
り
文
句
と
な
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
一
九

四
七
年
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
協
議
で
作
成
さ
れ
た
合
意
文
書
は
中
東
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
国
や
地
域
を
包
含
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
国
ご
と
地
域

ご
と
の
断
片
的
な
政
策
を
指
し
示
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
一
年
初
頭
時
点
で
は
萌
芽
的
段
階
に
あ
っ
た
も
の
の
、
国
務
省
は

個
々
の
中
東
諸
国
に
対
す
る
政
策
を
地
域
的
な
目
標
か
ら
導
き
出
そ
う
と
す
る
傾
向
を
示
し
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
潤

た
ち
は
、
中
東
全
域
を
対
象
と
す
る
独
自
の
視
点
を
獲
得
す
る
に
つ
れ
て
、
英
国
の
中
東
諸
国
に
対
す
る
姿
勢
や
政
策
に
対
し
て
発
言
や
干
渉
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⑮

を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
N
E
A
を
中
心
と
す
る
國
務
省
は
、
自
ら
の
主
張
を
N
S
C
レ
ベ
ル
の
公
式
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
活
動
を
開
始
し
た
。
国
務
省
は
、

具
体
的
政
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
米
英
の
援
助
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
中
東
諸
国
に
対
す
る
小
規
模
な
軍
事
援
助
の
供
与
、
お
よ
び
米
英

共
同
ま
た
は
米
英
の
緊
密
な
連
携
を
維
持
し
う
る
よ
う
な
形
で
の
軍
事
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
を
提
案
し
た
。
こ
れ
ら
の
比
較
的
小
規
模
な
施
策
に

よ
っ
て
、
中
東
諸
国
の
西
側
陣
営
へ
の
支
持
を
強
化
し
、
同
諸
国
の
軍
事
的
努
力
を
刺
激
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
国
務
省
は
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
J
C
S
の
同
意
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
国
務
省
は
同
省
の
提
案
が
軍
事
的
責
任
の
拡
大
を
伴
わ
な
い
と
の
認
識
を
強
調
し
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
提
案
は
、
J
C
S
の
目
に
は
、
中
東
に
お
け
る
軍
事
的
責
任
を
米
国
に
負
わ
せ
る
か
、
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
中
東
諸
国
に
幻

想
を
与
え
る
に
過
ぎ
ぬ
「
不
誠
実
」
な
も
の
に
映
っ
た
。
一
月
三
十
日
の
国
務
省
・
J
C
S
協
議
に
お
い
て
マ
ッ
ギ
ー
は
、
国
務
省
の
方
針
を

要
約
し
て
「
我
々
は
上
手
く
演
技
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
一
方
で
、
国
務
省
が
提
案
し
て
い
る
新
規
の
政
策
は
ト
ル
コ
・
ギ
リ

シ
ャ
へ
の
大
規
模
援
助
の
「
保
険
」
の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
。
国
務
省
の
方
針
に
最
も
強
い
反
発
を
示
し
た
の
は
コ
リ
ン
ズ

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
国
務
省
の
方
針
は
中
東
諸
国
民
の
み
な
ら
ず
自
ら
を
も
「
あ
ざ
む
く
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
辛
辣
に
批
判
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
れ
に
対
し
て
マ
ッ
ギ
ー
は
、
中
東
諸
国
に
「
い
く
ば
く
か
の
幻
想
」
で
も
与
え
た
方
が
得
策
で
あ
る
と
応
酬
し
た
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
三
月
半
ば
に
承
認
さ
れ
た
N
S
C
四
七
／
五
は
、
国
務
省
の
当
初
の
構
想
か
ら
大
き
く
後
退
し
た
内
容
と
な
っ
た
。
中
東
諸
国
へ
の

新
規
の
小
規
模
な
軍
事
援
助
を
開
始
す
る
方
針
は
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
の
、
米
英
共
同
軍
事
ミ
ッ
シ
ョ
ン
構
想
は
完
全
に
削
除
さ
れ
た
。
五
月

二
日
の
国
務
省
・
J
C
S
協
議
に
お
い
て
、
「
地
域
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
基
づ
く
積
極
的
な
政
策
を
主
張
す
る
マ
ッ
ギ
ー
に
対
し
て
コ
リ
ン
ズ

ら
が
冷
や
や
か
な
反
応
を
示
し
た
事
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
務
省
が
よ
り
積
極
的
な
政
策
の
必
要
性
を
主
張
す
る
一
方
で
、
軍
部
が
そ

れ
に
抵
抗
す
る
と
い
う
構
図
は
温
存
さ
れ
た
。
国
務
省
は
、
中
東
全
域
を
西
側
陣
営
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
政
治
的
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

手
段
を
M
E
C
構
想
に
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
こ
の
間
に
、
軍
事
戦
略
を
め
ぐ
る
米
英
問
の
対
立
は
、
事
実
上
問
題
を
先
送
り
す
る
形
で
一
応
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
五
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一
年
の
一
月
と
三
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
米
墨
両
国
の
地
中
海
・
中
東
地
域
担
当
の
現
場
司
令
官
た
ち
が
マ
ル
タ
で
協
議
を
行
っ
た
。
こ
れ

ら
の
協
議
を
通
じ
て
、
米
英
の
担
当
者
た
ち
は
、
中
東
に
お
け
る
軍
事
戦
略
を
外
環
防
衛
戦
略
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
長
期
的
な
軍
事
的
目
標

と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
当
面
は
ラ
マ
ッ
ラ
線
防
衛
に
基
づ
く
英
国
の
現
行
戦
略
を
継
続
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
外
環
防
衛
戦
略
に
移
行
す
る

目
標
期
日
が
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
は
米
国
側
が
現
状
を
追
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
同
時
に
マ
ル
タ
協
議
は
、

米
英
軍
部
が
中
東
諸
国
の
軍
事
力
を
活
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
意
見
交
換
を
行
う
…
機
会
と
も
な
っ
た
。
マ
ル
タ
に
集
っ
た
軍
人
た

ち
の
期
待
を
最
も
集
め
た
の
は
ト
ル
コ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を
西
側
の
軍
事
計
画
・
指
揮
系
統
に
組
み
込
む
必
要
性
が
あ

る
と
合
意
し
、
さ
ら
に
「
軍
事
計
画
、
お
よ
び
中
東
域
内
の
戦
力
及
び
外
部
か
ら
投
入
さ
れ
る
戦
力
の
配
置
を
調
整
す
る
た
め
の
単
一
の
司
令

部
」
を
設
置
す
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
と
結
論
し
た
。
英
軍
と
ト
ル
コ
軍
を
統
一
的
に
指
揮
す
る
司
令
部
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
と
り
わ
け

英
国
政
府
の
M
E
C
構
想
の
根
幹
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
J
C
S
は
、
中
東
に
お
け
る
責
任
を
回
避
す
る
姿
勢
を
相
変
わ
ら
ず
堅

持
し
て
い
た
。
J
C
S
は
、
M
E
C
構
想
を
通
じ
て
、
中
東
に
お
け
る
合
衆
国
の
軍
事
的
責
任
を
回
避
し
つ
つ
、
中
東
に
お
け
る
西
側
の
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

態
勢
が
改
善
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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ω
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国
務
省
、
J
C
S
、
英
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
中
東
に
対
す
る
政
策
課
題
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
各
勢
力
は

ド
（
M
E
C
）
」
と
呼
ば
れ
る
多
国
間
機
構
に
よ
っ
て
自
ら
の
目
標
を
実
現
す
べ
く
行
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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東
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M
E
C
構
想
を
生
み
出
し
た
直
接
の
契
機
は
、
N
A
T
O
の
司
令
宮
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
欧
州
連
合
国
最
高
司
令
宮

（
ω
¢
鷺
①
日
①
≧
｝
δ
傷
O
o
ヨ
ヨ
き
傷
①
お
国
ξ
o
℃
①
”
以
下
S
A
C
E
U
R
）
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（
】
）
9
α
q
匿
∪
．
堕
器
夢
。
毒
H
）
が
就
任
し
た
の
に
続
い
て
、

大
西
洋
連
合
国
最
高
司
令
官
（
ω
后
お
日
Φ
》
罠
Φ
傷
O
o
ヨ
ヨ
き
住
Φ
斜
≧
鼠
緊
写
以
下
S
A
C
L
A
N
T
）
に
米
海
軍
の
提
督
を
就
任
さ
せ
る
構
想
が
明

ら
か
に
な
る
と
、
英
国
世
論
、
特
に
野
党
保
守
党
は
感
情
的
な
反
発
を
示
し
た
。
こ
の
英
国
の
反
発
を
宥
め
る
た
め
に
、
一
九
五
一
年
三
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
米
英
軍
部
は
、
地
中
海
も
し
く
は
中
東
を
管
轄
す
る
連
合
国
最
高
司
令
官
ポ
ス
ト
を
薪
糊
し
、
そ
れ
に
英
国
人
を
就
任
さ
せ

る
と
い
う
妥
協
案
を
検
討
し
始
め
た
。
こ
の
新
設
ポ
ス
ト
は
、
中
東
連
合
国
最
高
司
令
官
（
ω
后
お
幕
〉
藷
巴
O
。
ヨ
諺
雪
μ
β
≦
段
冨
国
鐘
以
下

S
A
C
M
E
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
下
に
M
E
C
を
設
立
す
る
と
い
う
構
想
が
米
英
軍
部
の
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方

で
M
E
C
は
米
垣
間
に
新
た
な
問
題
を
惹
起
し
た
。
S
A
U
E
U
R
指
揮
下
の
南
欧
・
地
中
海
の
連
合
軍
を
管
轄
す
る
南
部
コ
マ
ン
ド
が
米
国

人
の
連
合
国
南
欧
司
令
官
（
O
o
門
下
青
天
賃
O
｛
》
田
a
国
。
村
。
Φ
ω
3
ω
8
匪
Φ
目
国
ξ
o
℃
Φ
以
下
C
I
N
C
S
O
U
T
H
）
の
下
に
設
置
さ
れ
よ
う
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

お
り
、
C
I
N
C
S
O
U
T
H
と
S
A
C
M
E
の
管
轄
範
囲
の
問
題
が
米
英
間
の
新
た
な
争
点
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　
ト
ル
コ
が
米
英
間
の
薪
た
な
摩
擦
の
焦
点
と
な
っ
た
。
ト
ル
コ
は
、
一
九
五
〇
年
九
月
に
は
N
A
T
O
の
「
協
力
国
」
の
地
位
を
与
え
ら
れ

て
い
た
が
、
い
ま
や
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、
合
衆
国
の
正
式
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
求
め
て
い
た
。
合
衆
園
政
府
は
ト
ル
コ
の
重
要
性
を
十
分
に

認
識
し
て
い
た
。
ト
ル
コ
を
西
側
同
盟
に
強
固
に
組
み
込
む
こ
と
は
、
平
時
に
お
い
て
ト
ル
コ
に
伏
流
し
て
い
た
中
立
主
義
に
向
か
う
傾
向
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
全
面
戦
争
勃
発
時
に
ト
ル
コ
の
即
時
参
戦
を
取
り
つ
け
、
そ
の
軍
事
力
や
基
地
を
活
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
四

月
末
ま
で
に
、
合
衆
国
政
府
は
、
国
務
省
、
J
C
S
の
全
面
的
支
持
の
下
、
ト
ル
コ
を
ギ
リ
シ
ャ
と
と
も
に
N
A
T
O
に
正
規
加
盟
さ
せ
る
方

針
を
決
定
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
合
衆
国
の
政
策
担
当
者
た
ち
が
、
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を
主
に
中
東
戦
線
で
活
用
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
と
考
え
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
コ

の
N
A
T
O
加
盟
に
よ
っ
て
中
東
の
軍
事
態
勢
が
改
善
さ
れ
る
と
い
う
過
度
に
単
純
化
さ
れ
た
期
待
感
は
、
対
ト
ル
コ
政
策
文
書
N
S
C
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

九
に
も
反
映
さ
れ
、
合
衆
国
政
府
の
共
通
理
解
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

112 （252）



アメリカ合衆国の中東政策の形成（小野沢）

　
米
国
側
が
曖
昧
な
ま
ま
に
放
置
し
た
こ
の
点
こ
そ
、
英
国
側
に
は
最
も
関
心
の
あ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
英
国
政
府
は
、
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を

英
国
人
S
A
C
M
E
の
指
揮
下
に
置
き
、
そ
れ
を
確
実
に
中
東
防
衛
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
を
望
ん
で
い
た
が
、
ト
ル
コ
の
N
A
T
O

加
盟
は
そ
れ
を
保
証
す
る
も
の
と
は
映
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
英
国
政
府
は
ト
ル
コ
の
姿
勢
に
不
安
の
念
を
募
ら
せ
て
い
た
。
二
月
に
英
国
の

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
（
U
d
円
一
餌
β
幻
O
ぴ
①
H
酔
し
o
O
づ
）
将
軍
が
英
軍
部
は
外
環
防
衛
を
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨
を
ト
ル
コ
側
に
伝
達
し
た
後
、
ト
ル

コ
政
府
は
あ
か
ら
さ
ま
に
英
国
と
距
離
を
取
る
よ
う
に
な
り
、
合
衆
国
へ
の
依
存
姿
勢
を
強
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
六
月
初
旬
ま
で
に
ア
ト

リ
ー
政
権
は
、
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を
英
国
人
S
A
C
M
E
指
揮
下
に
編
入
す
る
こ
と
、
そ
し
て
一
九
四
九
年
以
来
の
課
題
で
あ
っ
た
合
衆
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

中
東
へ
の
軍
事
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
圓
復
す
る
こ
と
を
、
M
E
C
に
よ
っ
て
実
現
す
べ
き
主
た
る
霞
標
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
七
月
三

日
置
は
、
英
国
政
府
は
米
国
側
へ
の
事
前
通
告
な
く
、
ト
ル
コ
が
M
E
C
参
加
を
確
約
す
る
こ
と
を
同
国
の
N
A
T
O
加
盟
へ
の
支
持
の
条
件

と
す
る
旨
の
覚
書
を
ト
ル
コ
政
府
に
送
付
し
た
。
英
国
の
覚
書
は
ト
ル
コ
側
の
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
る
　
方
、
駐
英
関
係
に
も
影
を
落
と
し
た
。

米
国
側
は
、
国
務
省
も
J
C
S
も
、
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を
英
国
人
S
A
C
M
E
の
指
揮
下
に
置
く
と
い
う
英
国
側
の
目
標
を
全
面
的
に
支
持
し

て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟
を
最
優
先
し
、
西
側
の
軍
事
機
構
へ
の
ト
ル
コ
の
統
合
方
法
に
つ
い
て
は
ト
ル
コ
の
主

張
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
ト
ル
コ
の
指
導
者
た
ち
が
口
頭
で
M
ε
C
に
好
意
的
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
合
衆
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

政
府
は
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟
に
条
件
を
付
す
る
翌
翌
の
立
場
を
支
持
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
米
偏
両
国
政
府
が
M
E
C
設
立
に
原
則
合
意
し
た
後
、
両
国
軍
部
を
中
心
に
M
E
C
の
内
容
や
形
態
に
関
す
る
断
続
的
な
協
議
が
続
い
た
。

軍
人
た
ち
は
多
く
の
点
で
容
易
に
意
見
が
　
致
し
た
。
彼
ら
は
南
部
コ
マ
ン
ド
と
M
E
C
の
管
轄
問
題
に
つ
い
て
は
、
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
の

N
A
T
O
加
盟
実
現
後
に
再
協
議
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
が
、
非
公
式
に
は
ト
ル
コ
を
M
E
C
に
ギ
リ
シ
ャ
を
南
部
コ
マ
ン
ド
に
編
入
す
る
と

い
う
共
通
理
解
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
米
軍
部
は
、
中
東
へ
の
米
軍
派
遣
に
は
引
き
続
き
反
対
し
つ
つ
も
、
M
E
C
本
部
に
米
国
人

ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
さ
ら
に
米
英
軍
部
の
指
導
者
た
ち
は
、
M
E
C
を
軍
事
的
に
効
率
的
な
組
織
と
す
る
見
地
か
ら
、

N
A
T
O
と
M
E
C
を
事
実
上
一
体
化
す
る
よ
う
な
枠
組
み
を
追
求
し
、
二
重
資
格
構
想
（
箸
9
訂
；
9
8
巳
と
呼
ば
れ
る
ス
キ
ー
ム
を
案
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出
し
た
。
R
A
T
O
の
重
要
な
軍
事
的
決
定
は
全
加
盟
国
が
参
加
す
る
軍
事
委
員
会
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
同
委

員
会
に
付
設
さ
れ
米
英
仏
に
よ
っ
て
排
他
的
に
溝
成
さ
れ
る
常
設
グ
ル
ー
プ
（
ω
§
縣
ぎ
σ
q
O
δ
も
N
A
T
O
S
G
と
略
記
）
が
重
大
な
決
定
権
を

握
っ
て
い
た
。
こ
れ
と
同
様
に
M
E
C
で
は
S
A
C
M
E
の
上
部
機
関
と
し
て
参
謀
本
部
委
員
会
と
そ
れ
に
付
設
さ
れ
る
中
東
常
設
グ
ル
ー
プ

（
≦
心
学
Φ
国
婁
ω
冨
総
隈
σ
Q
O
H
。
壱
M
E
S
G
と
略
記
）
を
設
置
す
る
が
、
M
E
S
G
は
N
A
T
O
S
G
と
同
～
人
物
で
構
成
さ
れ
る
も
の
と
想

定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
N
A
T
O
と
M
E
C
を
形
式
的
に
は
別
組
織
と
し
つ
つ
も
、
N
A
T
O
の
軍
事
指
令
系
統
の
枢
要
な
部
分
を
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

有
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
M
E
C
を
あ
た
か
も
N
A
T
O
の
一
部
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
国
務
省
は
こ
の
よ
う
な
議
論
の
方
向
に
異
を
唱
え
た
。
一
九
五
〇
年
末
に
マ
ッ
ギ
ー
が
英
国
と
中
東
諸
国
と
の
二
国
間
条
約
網
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
「
豊
年
合
同
の
コ
マ
ン
ド
機
構
」
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
務
省
は
中
東
を
対
象
と
す
る
多
国
間
軍
事

機
構
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
は
大
い
に
賛
成
で
あ
っ
た
。
　
九
五
～
年
初
夏
の
段
階
で
国
務
省
が
危
惧
し
た
の
は
、
軍
事
的
な
最
適
解
を
追
求
し

よ
う
と
す
る
軍
部
の
姿
勢
が
M
E
C
を
中
東
諸
国
の
支
持
を
得
ら
れ
ぬ
よ
う
な
構
想
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
で
あ
っ
た
。
N
E
A
の
近
東
問
題

担
当
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
『
Φ
鼠
ω
冒
器
ω
）
は
、
二
重
資
格
構
想
を
基
礎
と
す
る
軍
部
の
M
E
C
構
想
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
「
勃
興

し
つ
つ
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
抱
く
こ
れ
ら
諸
国
民
を
扱
う
」
に
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
国
務
省
は
、
中
東
諸
国
を
政
治

的
に
西
側
陣
営
に
取
り
込
む
役
割
を
M
E
C
に
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
国
務
省
は
、
中
東
防
衛
協
力
会
議
（
察
鍵
Φ
国
賊

○
。
。
需
聾
一
く
①
∪
①
｛
窪
器
じ
d
。
鋤
a
）
と
名
付
け
ら
れ
た
機
構
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
も
な
く
中
東
防
衛
会
議
（
護
＆
δ
団
婁
∪
Φ
♂
器
Φ

じu

W
a
M
E
D
B
と
略
記
）
と
呼
称
さ
れ
て
い
く
こ
の
機
構
は
、
ト
ル
コ
を
含
む
N
A
T
O
諸
国
と
英
連
邦
諸
国
で
構
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
M
E

C
本
体
に
付
設
さ
れ
る
も
の
の
、
M
E
S
G
か
ら
S
A
C
M
E
に
連
な
る
軍
事
指
令
系
統
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
、
西
側
諸
国
と
中
東
諸
国
と
の

意
見
交
換
や
信
頼
構
築
の
場
と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
構
想
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
M
E
D
B
は
参
加
し
よ
う
と
す
る
中
東
諸
国
に
無
条
件

に
開
か
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
り
、
「
同
地
域
か
ら
の
最
大
限
の
協
力
を
引
き
出
す
と
期
待
さ
れ
る
形
態
」
で
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
国
務

　
　
　
　
　
⑥

省
は
主
張
し
た
。
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国
務
省
の
M
E
D
B
構
想
は
強
い
抵
抗
に
遭
っ
た
。
英
国
は
、
軍
事
的
な
「
意
図
と
能
力
」
に
応
じ
て
中
東
諸
国
の
M
E
D
B
参
加
を
制
限

す
べ
き
で
あ
る
と
の
一
見
軍
事
的
に
合
理
的
な
主
張
を
展
開
し
、
事
実
上
そ
の
参
加
国
を
M
E
C
本
体
へ
の
参
加
国
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
。

英
国
政
府
の
本
音
は
、
M
E
D
B
に
参
加
す
る
不
特
定
多
数
の
中
東
諸
国
に
英
国
の
軍
事
計
画
が
漏
れ
る
こ
と
を
阻
止
し
た
い
と
い
う
点
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
た
。
彼
ら
は
、
ラ
マ
ッ
ラ
線
戦
略
に
関
す
る
情
報
が
広
ま
り
英
国
の
威
信
が
さ
ら
に
低
下
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
J
C

S
は
、
ま
た
し
て
も
国
務
省
が
中
置
に
お
け
る
合
衆
国
の
責
任
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
し
て
い
た
。
J
C
S
は
国

務
省
に
対
し
て
、
「
連
合
国
中
東
コ
マ
ン
ド
に
参
加
す
る
諸
国
と
の
正
式
な
政
治
的
関
係
の
樹
立
に
基
本
的
に
反
対
」
で
あ
る
と
の
立
場
を
示

し
、
「
合
衆
国
は
軍
事
的
防
衛
機
構
の
改
善
の
み
を
求
め
て
い
る
」
と
釘
を
刺
し
た
。
中
東
に
お
け
る
軍
事
的
責
任
を
回
避
す
る
と
い
う
J
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

S
の
原
則
的
立
場
は
M
E
C
構
想
の
展
開
過
程
で
全
く
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
対
立
や
未
解
決
の
争
点
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
八
月
末
に
は
N
A
T
O
S
G
レ
ベ
ル
で
M
E
C
に
関
す
る
暫
定
的
な
合
意
が

成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
M
E
C
の
原
加
盟
国
は
、
米
・
英
・
仏
・
土
・
英
連
邦
諸
国
と
想
定
さ
れ
、
英
国
人
が
占
め
る
S
A
C
M
E
が
N

A
T
O
S
G
と
同
一
人
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
M
E
S
G
に
帰
属
す
る
と
い
う
二
重
資
格
構
想
に
基
づ
く
枠
組
み
が
合
意
さ
れ
た
。
一
方
、

M
E
D
B
は
、
ほ
ぼ
国
務
省
の
原
案
通
り
M
E
C
の
軍
事
指
令
系
統
か
ら
切
り
離
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
参
加
資
格
は
合
意
で

は
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ト
ル
コ
に
つ
い
て
は
、
N
A
T
O
加
盟
国
で
あ
り
な
が
ら
M
E
C
の
軍
事
指
令
系
統
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
共

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

通
理
解
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
の
米
英
の
合
意
を
非
公
式
な
も
の
ま
で
含
め
て
示
し
た
の
が
葡
頁
図
で
あ
る
。

　
ま
さ
に
こ
の
合
意
が
成
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
に
、
M
E
C
構
想
に
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
新
た
な
要
素
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
エ

ズ
基
地
へ
の
英
軍
駐
留
の
法
的
根
拠
で
あ
っ
た
～
九
三
六
年
の
英
・
エ
ジ
プ
ト
条
約
を
改
定
す
る
た
め
に
戦
後
断
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
英
・

エ
ジ
プ
ト
間
交
渉
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
条
約
破
棄
を
辞
さ
ぬ
構
え
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
段
階
ま
で
英
国
政
府
は
、
エ
ジ

プ
ト
問
題
を
二
国
間
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
M
E
C
へ
の
中
東
諸
国
の
参
加
は
当
面
ト
ル
コ
の
み
に
限
定
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
か
つ
て
英
国
政
府
内
で
は
べ
ヴ
ィ
ン
前
外
相
な
ど
が
エ
ジ
プ
ト
を
含
む
中
東
諸
国
と
の
多
国
間
協
定
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
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アメリカ合衆国の申東政策の形成（小野沢）

そ
の
よ
う
な
発
想
も
英
国
の
M
E
C
構
想
に
流
れ
込
ん
で
は
い
た
が
、
英
国
の
軍
事
計
画
を
秘
匿
す
る
必
要
性
か
ら
多
国
間
協
定
構
想
は
棚
上

げ
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
は
や
二
国
間
の
枠
組
み
で
は
英
軍
の
全
面
撤
退
以
外
に
交
渉
の
進
展
が
望
め
ぬ
段
階
に
至
っ
て
、
英

国
政
府
は
エ
ジ
プ
ト
に
M
E
C
参
加
を
打
診
す
る
方
針
に
転
換
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
駐
留
親
玉
を
名
目
的
に
「
連
合
軍
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

エ
ジ
プ
ト
駐
兵
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
よ
う
な
提
案
を
エ
ジ
プ
ト
が
受
け
入
れ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
英
国
政
府

内
で
は
エ
ジ
プ
ト
へ
の
M
E
C
参
加
打
診
は
交
渉
を
継
続
し
つ
つ
エ
ジ
プ
ト
に
よ
る
条
約
破
棄
を
防
ぐ
た
め
の
や
む
を
得
ぬ
戦
術
と
理
解
さ
れ

　
　
⑩

て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
方
針
転
換
に
は
英
国
に
と
っ
て
高
い
代
償
が
伴
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
側
が
提
案
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
を
少
し
で
も
高

め
、
ま
た
エ
ジ
プ
ト
が
提
案
を
拒
否
し
た
場
合
に
備
え
る
た
め
に
も
、
合
衆
国
政
府
の
支
持
が
不
可
欠
で
あ
る
と
英
国
政
府
は
考
え
た
。
合
衆

圏
の
支
持
、
そ
し
て
M
E
C
に
お
け
る
重
要
な
当
事
者
で
あ
る
ト
ル
コ
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
英
国
政
府
は
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
無
条
件
に
容
認
す
る
立
場
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　
合
衆
国
政
府
は
英
国
の
方
針
転
換
を
歓
迎
し
た
。
も
と
も
と
英
国
の
二
国
間
条
約
網
を
多
国
間
機
構
に
換
え
る
こ
と
ま
で
構
想
し
て
い
た
国

務
省
は
英
国
の
提
案
を
歓
迎
し
た
。
J
C
S
は
特
に
根
拠
も
示
さ
ず
に
M
E
C
ス
キ
ー
ム
が
エ
ジ
プ
ト
側
の
姿
勢
の
軟
化
を
促
す
で
あ
ろ
う
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
た
ア
チ
ソ
ン
（
一
）
Φ
P
P
∩
罪
》
O
ぴ
Φ
し
o
O
昌
）
国
務
長
官
は
、
M
E
C
の
活
用
が
「
エ
ジ
プ
ト
と
の
対
立
を
解
決

す
る
最
も
有
望
な
方
法
」
と
な
ろ
う
、
と
の
英
国
側
の
悲
観
論
と
は
対
照
的
な
楽
観
的
見
通
し
を
示
し
つ
つ
、
英
国
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
国
務
省
が
M
E
C
の
エ
ジ
プ
ト
へ
の
拡
大
を
好
機
と
捉
え
、
M
E
C
構
想
を
自
ら
の
追
求
す
る
政
治
的
欝
標
に
合
致
し
た
構

想
に
修
正
す
べ
く
積
極
的
な
動
き
を
開
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
M
E
C
構
想
で
は
、
そ
の
加
盟
国
は
N
A
T
O
加
盟
国
（
ト
ル
コ
の
加

盟
を
前
提
と
し
て
）
と
英
連
邦
諸
国
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
M
E
C
が
エ
ジ
プ
ト
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
浮
上
す
る
や
、
国
務
省
は
M
E
C
本

体
に
中
東
諸
国
を
参
加
さ
せ
る
べ
く
構
想
の
修
正
を
促
し
た
。
九
月
初
旬
の
聖
心
折
衝
に
お
い
て
、
両
国
は
M
E
C
の
設
立
手
順
に
合
意
し
た

が
、
想
定
さ
れ
た
一
連
の
外
交
プ
ロ
セ
ス
に
は
原
加
盟
国
の
意
向
を
イ
ラ
ク
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
各
政
府
に
通

知
す
る
段
階
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
M
E
C
構
想
か
ら
M
E
D
B
が
消
失
す
る
。
国
務
省
は
、
こ
れ
ま117 （257）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
M
E
D
B
に
期
待
さ
れ
て
い
た
役
割
を
M
E
C
本
体
に
織
り
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
一
九
五
～
年
秋
の
時
点
で
M
E
C
は
以
下
の
四
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
連
合
国
最
高
司
令
官
の
ポ
ス
ト
を
英
国
に
割
り
振
る
こ
と
、
英
国
と
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
東
に
お
け
る
西

側
陣
営
の
軍
事
態
勢
を
改
善
す
る
こ
と
、
ス
エ
ズ
基
地
を
名
目
的
に
「
国
際
化
」
す
る
提
案
と
し
て
英
・
エ
ジ
プ
ト
交
渉
に
新
た
な
材
料
を
提

供
す
る
こ
と
、
中
東
諸
国
の
西
側
指
向
を
強
化
し
同
諸
国
と
西
側
陣
営
諸
国
の
協
力
関
係
を
増
進
す
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

　
九
月
か
ら
㎝
○
月
に
か
け
て
の
M
E
C
を
め
ぐ
る
外
交
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
述
す
る
必
要
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
九
月
中
旬
に
オ
タ
ワ
で
開
催
さ
れ
た
北
大
西
洋
理
事
会
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟
を
採
択
し
、
両
国
の
加
盟
を
規
定

す
る
条
約
案
は
R
A
T
O
諸
国
の
批
准
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
期
に
エ
ジ
プ
ト
情
勢
が
緊
迫
し
た
こ
と
か
ら
、
米
・
英
・
仏
・
土
は
、

早
急
に
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
対
し
て
M
E
C
参
加
を
打
診
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
一
〇
月
＝
二
日
に
四
力
国
共
同
提
案
が
実
現
す
る
。
し
か
し
、

既
に
八
日
に
一
九
三
六
年
条
約
を
破
棄
す
る
法
案
を
エ
ジ
プ
ト
議
会
に
提
出
し
て
い
た
ナ
ハ
ス
（
ζ
¢
ω
段
幕
Φ
一
望
叫
匿
ω
）
政
権
は
、
同
法
案
が
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

決
さ
れ
た
十
五
日
に
M
E
C
提
案
を
全
面
的
に
拒
否
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
米
英
両
国
が
M
E
C
構
想
を
放
棄
し
な
か
っ
た
こ
と
は
驚
く
に
当
た
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
上
記
の
四
つ
の
目
標
の
う
ち
一
つ
が
少
な

く
と
も
当
面
は
実
現
で
き
な
く
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
特
に
国
務
省
は
、
中
東
諸
国
と
の
協
力
関
係
構
築
の
た
め
に
M
E

C
を
活
用
す
べ
く
、
ひ
き
つ
づ
き
精
力
を
傾
注
し
た
。
ま
ず
国
務
省
は
、
消
極
的
な
英
・
仏
政
府
を
説
得
し
て
、
ア
ラ
ブ
各
国
政
府
に
対
し
て

M
E
C
設
立
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
消
極
的
な
反
応
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
務
省
は
「
ト
ル
コ
以
外
の
中
東
諸
国
が
参
加
し

な
い
と
す
れ
ば
M
E
C
は
や
や
異
常
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
論
じ
、
「
［
中
東
］
地
域
諸
国
の
［
中
東
］
コ
マ
ン
ド
に
対
す
る
好
意

的
姿
勢
を
増
進
」
す
る
こ
と
を
目
的
に
M
E
C
構
想
の
全
般
的
原
則
を
声
明
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
国
務
省
の
努
力
は
、
一
一
月
一
〇
日
に

米
・
英
・
仏
・
土
政
府
の
名
で
離
せ
ら
れ
た
パ
リ
宣
言
に
結
実
す
る
。
二
三
＝
口
は
ま
ず
、
M
E
C
を
「
中
東
全
域
の
防
衛
の
た
め
の
協
力
的
活
動

の
中
心
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
設
立
当
初
の
M
E
C
は
、
軍
事
計
画
の
策
定
、
中
東
諸
国
へ
の
助
言
や
軍
事
訓
練
の
提
供
、
武
器
や
装
備
の
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援
助
の
調
整
な
ど
、
本
格
的
な
軍
事
同
盟
に
は
至
ら
ぬ
限
定
的
な
機
能
を
果
た
す
も
の
と
さ
れ
、
中
東
諸
国
の
防
衛
力
向
上
に
並
行
し
て
本
格

的
な
軍
事
機
構
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
た
。
中
東
諸
国
の
能
力
向
上
に
伴
っ
て
「
中
東
域
外
諸
国
の
平
時
に
お
け
る
役

割
は
比
例
し
て
減
少
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
の
一
節
に
は
英
国
が
強
い
反
発
を
示
し
た
が
、
中
東
諸
国
が
M
E
C
を
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と

捉
え
る
よ
う
想
像
力
を
喚
起
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
論
じ
る
国
務
省
が
英
国
を
押
し
切
る
形
で
宣
雷
に
挿
入
し
た
。
パ
リ
宣
言
は
、
一
九
五
〇

年
末
以
来
の
自
ら
の
中
東
政
策
構
想
を
M
E
C
に
投
影
し
よ
う
と
す
る
国
務
省
の
努
力
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
実
現

す
る
過
程
で
国
務
省
は
、
同
省
の
方
針
に
そ
れ
ま
で
冷
淡
で
あ
っ
た
J
C
S
や
英
国
政
府
か
ら
の
同
意
を
獲
得
す
る
こ
と
に
、
ま
が
り
な
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
の
醤
A
T
O
加
盟
の
方
向
が
明
確
化
し
た
後
、
米
英
軍
部
は
両
国
軍
を
西
側
の
軍
事
機
構
に
統
合
す
る
枠
組
み

を
決
定
す
る
作
業
を
再
開
し
た
。
米
国
側
は
、
ギ
リ
シ
ャ
を
N
A
T
O
南
部
コ
マ
ン
ド
に
ト
ル
コ
を
M
E
C
に
編
入
す
る
と
い
う
方
針
を
維
持

し
て
い
た
。
か
つ
て
非
公
式
な
が
ら
こ
の
方
針
に
同
意
し
て
い
た
英
国
は
、
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ャ
両
国
軍
を
英
国
人
指
揮
下
に
置
く
こ
と
を
再

び
主
張
し
始
め
て
い
た
。
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
両
国
は
、
と
も
に
S
A
C
E
U
R
指
揮
下
の
コ
マ
ン
ド
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
こ

れ
ら
の
主
張
を
受
け
た
J
C
S
は
、
S
A
C
E
U
R
指
揮
下
に
東
部
コ
マ
ン
ド
を
新
設
し
て
英
国
人
を
そ
の
司
令
官
（
c
I
N
c
E
A
s
T
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

任
命
し
、
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ャ
両
国
を
同
コ
マ
ン
ド
に
編
入
す
る
と
い
う
妥
協
案
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
妥
協
案
は
ま
も
な
く
葬
り
去

ら
れ
て
い
く
。
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
は
、
C
王
N
C
E
A
S
T
が
英
国
人
で
あ
る
限
り
は
東
部
コ
マ
ン
ド
構
想
を
拒
否
す
る
一
方
、
自
圏
軍
を

米
国
人
で
あ
る
C
I
N
C
S
O
U
T
H
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
要
求
し
始
め
た
。
こ
と
に
ト
ル
コ
は
、
中
東
国
家
で
は
な
く
欧
州
国
家

と
し
て
遇
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、
M
E
C
の
指
令
系
統
の
み
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
N
A
T
O
加
盟
が
形
骸
化
す
る
こ
と
に
強
い
警
戒

感
を
示
し
た
。
ト
ル
コ
の
指
導
者
た
ち
は
、
自
ら
の
交
渉
上
の
立
場
が
有
利
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
合
衆
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
獲
得
と

い
う
当
初
の
目
標
を
露
骨
に
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
合
衆
国
政
府
は
、
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟
と
ト
ル
コ
の
M
耳
C
参
加
ひ

い
て
は
ト
ル
コ
軍
の
中
東
防
衛
へ
の
活
用
が
自
動
的
に
は
両
立
し
な
い
と
い
う
現
実
を
直
視
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
ト
ル
コ
の
要
求
を
受
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け
入
れ
る
こ
と
は
軍
事
的
観
点
か
ら
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ナ
ポ
リ
の
C
I
N
C
S
O
U
T
H
司
令
部
か
ら
ア
ナ
ト
リ
ア
東

部
の
作
戦
を
指
揮
す
る
よ
う
な
枠
組
み
は
著
し
く
非
効
率
的
で
あ
る
と
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
を
含
む
多
く
の
関
係
者
が
ト
ル
コ
軍
の
南
部

コ
マ
ン
ド
編
入
に
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟
を
最
優
先
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を

変
え
な
か
っ
た
。
J
C
S
は
、
ト
ル
コ
の
要
求
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
形
で
、
N
A
T
O
と
M
E
C
を
い
っ
た
ん
完
全
に
分
離
し
て
ト
ル
コ

軍
を
南
部
コ
マ
ン
ド
に
編
入
す
る
方
針
を
決
定
し
、
国
務
省
も
こ
れ
に
同
意
し
た
。
近
い
将
来
に
M
E
C
を
立
ち
あ
げ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
た
と
は
い
う
も
の
の
、
合
衆
国
政
府
は
英
国
の
切
実
な
要
求
や
軍
事
的
能
率
を
犠
牲
に
し
て
ト
ル
コ
の
要
求
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
最
終

的
に
｝
九
五
二
年
二
月
の
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
北
大
西
洋
理
事
会
で
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
が
N
A
T
O
に
正
式
加
盟
し
た
と
き
、
両
国
軍
は
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

部
コ
マ
ン
ド
に
編
入
さ
れ
た
。

　
同
じ
頃
、
M
E
C
構
想
を
取
り
巻
く
状
況
は
別
の
側
面
で
も
変
化
し
て
い
た
。
一
九
五
二
年
一
月
に
訪
米
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
（
壽
翼
8

9
霞
。
運
一
）
首
相
は
、
合
衆
国
政
府
か
ら
の
圧
力
に
屈
し
て
、
一
年
近
く
延
期
さ
れ
て
い
た
米
国
人
提
督
の
S
A
C
L
A
N
T
就
任
を
容
認
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
S
A
C
L
A
N
T
に
対
応
す
る
連
合
国
最
高
司
令
宮
の
ポ
ス
ト
を
英
国
に
振
り
当
て
る
と
い
う
M
E
C
の
目
的
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

一
つ
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
初
頭
、
ス
リ
ム
（
Q
。
ぱ
ヨ
一
一
一
§
一
．
ω
一
ぎ
）
英
陸
軍
参
謀
総
長
は
、
ト
ル
コ
を
「
合

衆
國
の
衛
星
国
」
と
痛
罵
し
、
英
国
の
軍
事
的
必
要
を
尊
重
せ
ぬ
と
し
て
米
国
を
批
判
し
た
。
ス
リ
ム
の
批
判
は
、
あ
る
点
で
米
国
側
の
基
本

的
な
姿
勢
を
鋭
く
衝
く
も
の
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
訪
米
直
前
、
J
C
S
は
国
防
長
官
に
対
し
て
、
英
国
が
中
東
を
防
衛
す
る
軍
事
的
責
任

を
負
っ
て
い
る
と
い
う
原
則
を
チ
ャ
ー
チ
ル
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
外
環
防
衛
の
実
現
に
向
け
て
英
連
邦
諸
国
の
協
力
を
取
り
付
け
る
な
ど

英
国
側
の
一
層
の
努
力
を
求
め
る
よ
う
勧
告
し
て
い
た
。
管
見
で
は
J
C
S
の
勧
告
が
実
行
に
移
さ
れ
た
記
録
は
な
い
。
し
か
し
J
C
S
が
、

一
方
で
英
国
の
切
実
な
要
求
を
切
り
捨
て
る
一
方
で
、
あ
い
か
わ
ら
ず
中
東
の
軍
事
的
責
任
を
英
国
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
は
局
外

者
の
よ
う
な
姿
勢
を
貫
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
一
九
五
二
年
の
合
衆
国
政
府
内
の
議
論
を
理
解
す
る
上
で
有
益
で

　
　
⑯

あ
ろ
う
。
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第
三
章
　
合
衆
国
の
中
東
政
策
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
と
中
東
コ
マ
ン
ド
構
想
の
終
焉

第
一
節
　
合
衆
国
政
府
内
の
議
論

　
一
九
五
二
年
春
、
M
E
C
に
期
待
さ
れ
た
四
つ
の
目
標
を
取
り
巻
く
状
況
は
前
年
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
M
E
C

を
拒
否
す
る
姿
勢
を
崩
し
て
お
ら
ず
、
ト
ル
コ
は
中
東
防
衛
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
な
く
N
A
T
O
に
加
盟
し
て
い
た
。
パ
リ
宣
雷
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
イ
ラ
ク
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
親
西
側
的
な
ア
ラ
ブ
諸
国
す
ら
低
調
な
反
応
し
か
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
具
体
的
問
題
よ
り
も

さ
ら
に
大
き
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
を
通
じ
て
合
衆
国
政
府
は
、
英
・
エ
ジ
プ
ト
紛
争
や
イ
ラ
ン
石
油
国
有
化
紛
争
を
解

決
す
べ
く
外
交
的
努
力
を
継
続
し
て
い
た
も
の
の
、
彼
ら
が
支
持
し
た
諸
提
案
は
エ
ジ
プ
ト
お
よ
び
イ
ラ
ン
政
府
に
こ
と
ご
と
く
拒
否
さ
れ
て
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い
た
。
合
衆
国
は
中
東
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
は
合
衆
国
が
英
国
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
取
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
も
直
結
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
M
E
C
構
想
の
意
義
や
位
置
づ

け
は
再
検
討
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
務
省
の
欧
州
問
題
の
専
門
家
た
ち
は
、
中
東
諸
圏
と
の
協
力
関
係
構
築
を
重
視
す
る
N
E
A
の
姿
勢
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。
N
E
A
が
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
十
九
世
紀
的
帝
国
主
義
に
は
暗
黙
の
支
持
す
ら
与
え
る
余
裕
は
な
い
」
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
欧
州
問
題
専
門
家
た
ち
は
、

「
若
干
の
反
発
を
受
け
る
リ
ス
ク
を
冒
し
て
で
も
［
中
東
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
対
し
て
］
強
硬
な
姿
勢
を
と
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

N
E
A
が
軍
事
的
効
率
を
犠
牲
に
し
て
で
も
M
E
C
を
中
東
諸
国
に
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
に
修
正
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
欧
州
問
題

専
門
家
た
ち
は
M
E
C
の
軍
事
的
機
能
を
損
な
う
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
M
E
C
構
想
へ
の
批
判
な
い
し
懐
疑
論
は
国
務
省
を
超
え
て

広
が
っ
て
い
た
。
三
月
半
ば
に
作
成
さ
れ
た
あ
る
情
報
分
析
は
、
M
E
C
構
想
の
将
来
に
悲
観
的
な
見
通
し
を
示
し
た
。
ア
ラ
ブ
の
大
国
た
る

エ
ジ
プ
ト
の
参
加
な
し
に
ア
ラ
ブ
諸
国
が
M
E
C
に
参
加
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ゆ
え
に
M
E
C
設
立
の
た
め
に
は
英
・
エ
ジ
プ
ト
紛
争
の

解
決
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
仮
に
M
E
C
が
設
立
さ
れ
た
と
し
て
も
、
中
東
諸
国
の
排
外
感
情
や
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
の
存
在
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

考
え
れ
ば
、
M
E
C
が
軍
事
的
組
織
と
し
て
機
能
す
る
に
は
な
お
時
間
が
必
要
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
N
E
A
の
基
本
方
針
が
採
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
N
E
A
の
ジ

ョ
ー
ン
ズ
を
議
長
と
す
る
国
務
・
国
防
省
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
M
E
C
の
価
値
は
「
心
理
的
及
び
政
治
的
」
な
面
に
あ
り
、
西
側
同
盟

国
は
「
中
東
諸
国
か
ら
の
最
大
限
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
枠
組
み
を
受
け
入
れ
る
」
べ
き
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
ア
チ
ソ
ン
国

務
長
官
よ
り
中
東
政
策
に
関
し
て
助
言
を
求
め
ら
れ
て
い
た
ジ
ェ
サ
ッ
プ
無
任
所
大
使
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
結
論
を
支
持
す
る
と
と

も
に
、
M
E
C
を
西
側
諸
国
及
び
中
東
諸
国
と
合
衆
国
の
間
に
存
在
す
る
多
様
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
「
有
用
な
手
段
」
と
し
て
評
価
し

た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
四
月
半
ば
に
承
認
さ
れ
た
N
S
C
一
二
九
／
一
「
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
関
す
る
合
衆
国
の
目
標

と
政
策
」
に
お
い
て
は
M
E
C
構
想
を
推
進
す
る
方
針
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
同
文
書
添
付
の
ス
タ
ッ
フ
・
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
は
、
M
E
C
123 （263）



は
中
東
諸
国
に
お
け
る
「
非
共
産
政
権
の
維
持
」
に
貢
献
し
「
政
治
的
な
安
定
化
効
果
」
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
と
の
期
待
感
が
示
さ
れ
た
の

　
　
③

で
あ
る
。

　
以
上
の
動
き
と
並
行
し
て
、
国
務
省
は
申
言
に
お
け
る
軍
事
的
目
標
の
実
現
に
向
け
た
J
C
S
の
行
動
を
促
し
た
。
い
ま
や
ト
ル
コ
の
N
A

T
O
加
盟
が
実
現
し
つ
つ
も
中
東
に
お
け
る
西
側
の
軍
事
態
勢
は
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
点
で
外
環
防
衛
実
現
に
向
け
た

新
た
な
動
き
が
現
れ
た
の
は
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
主
導
し
た
の
が
軍
部
で
は
な
く
、
政
策
企
画
室
（
℃
。
一
一
2
匹
p
目
ぎ
α
q

ω
鼠
凍
以
下
p
p
S
）
を
中
心
と
す
る
国
務
省
サ
イ
ド
で
あ
っ
た
事
実
は
、
中
東
の
軍
事
問
題
に
対
す
る
J
C
S
の
無
関
心
な
姿
勢
を
物
語
っ
て

い
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
九
五
二
年
半
ば
の
段
階
で
中
東
に
関
し
て
J
C
S
が
有
し
て
い
た
情
報
の
主
要
部
分
は
～
九
五
〇
年
一
〇
月
の

米
英
協
議
で
英
国
側
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
い
て
お
り
、
J
C
S
は
ア
ラ
ブ
諸
国
の
軍
事
力
す
ら
十
分
に
掘
硬
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
依
然
と
し
て
「
リ
ー
パ
ー
」
に
拠
り
つ
つ
中
東
に
お
け
る
軍
事
的
責
任
を
回
避
す
る
方
針
を
正
当
化
し
、
中
東
の
軍
事
問
題
に
関
す
る
独

自
の
検
討
す
ら
ほ
と
ん
ど
進
め
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
国
務
省
の
J
C
S
へ
の
働
き
か
け
は
、
積
極
的
な
中
東
政
策
を
遂
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

過
程
に
軍
部
を
巻
き
込
も
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
た
動
き
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
国
務
省
を
衝
き
動
か
し
て
い
た
の
は
、
い
わ
ば
世
界
的
な
封
じ
込
め
態
勢
強
化
の
流
れ
か
ら
中
東
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ

っ
た
。
国
務
省
は
、
五
月
　
＝
日
付
の
J
C
S
に
対
す
る
覚
書
に
お
い
て
、
西
欧
と
極
東
に
お
い
て
は
ソ
連
の
侵
略
を
実
際
に
食
い
止
め
る
だ

け
の
軍
事
態
勢
が
い
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
地
域
が
そ
の
実
現
に
向
け
た
進
路
の
途
上
に
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
中

東
に
つ
い
て
は
西
欧
や
極
東
に
お
け
る
よ
う
な
政
治
的
・
軍
事
的
な
結
束
強
化
に
向
け
た
道
筋
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
不
満
を
表
明

し
た
。
彼
ら
の
念
頭
に
は
N
A
T
O
の
展
開
が
あ
っ
た
。
西
欧
に
お
い
て
は
、
ソ
連
の
侵
略
に
対
し
て
ラ
イ
ン
川
以
西
を
保
持
し
よ
う
と
す
る

前
面
防
衛
戦
略
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
欧
諸
国
の
防
衛
努
力
が
強
化
さ
れ
政
治
的
連
帯
も
強
ま
っ
た
と
い
う
認
識
を
国
務
省
は
抱

い
て
い
た
。
二
月
の
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
北
大
西
洋
理
事
会
に
お
い
て
は
、
野
心
的
な
戦
力
目
標
が
設
定
さ
れ
、
五
月
に
は
西
独
再
軍
備
へ
の

道
を
開
く
べ
く
欧
州
防
衛
共
同
体
（
穿
δ
寒
き
∪
Φ
h
Φ
霧
Φ
O
。
旨
ヨ
仁
づ
ξ
）
条
約
が
調
印
さ
れ
て
い
た
。
国
務
省
は
、
中
東
地
域
に
お
い
て
も
同
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⑤

様
の
効
果
を
期
待
し
て
、
外
環
防
衛
の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
開
始
す
る
よ
う
J
C
S
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
M
E
C
を
め
ぐ
る
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
国
務
省
と
J
C
S
の
認
識
は
接
近
し
て
い
っ
た
。
六
月
申
旬
の
協
議
に
お
い
て
、
P
P
S
室
長
ニ

ッ
ツ
ェ
（
℃
P
ロ
一
鵠
．
賭
一
一
N
Φ
）
と
J
C
S
議
長
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
（
O
§
豪
．
蝉
巴
ξ
）
は
、
M
E
C
構
想
が
外
環
防
衛
戦
略
の
実
現
に
有
益
で
あ
り
、

そ
し
て
M
E
C
は
緩
や
か
な
組
織
か
ら
段
階
的
に
本
格
的
な
軍
事
同
盟
に
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
基
本
的
認
識
を
確
認
し
た
。
さ

ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
全
般
的
な
中
東
政
策
の
枠
組
み
に
関
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
点
で
あ
る
。
国
務
省
の
動
き
に
最
も

強
い
警
戒
感
を
示
し
続
け
て
い
た
コ
リ
ン
ズ
は
、
既
存
の
M
E
C
構
想
の
代
替
案
と
し
て
、
中
東
諸
国
が
軍
事
問
題
を
話
し
合
う
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
申
東
防
衛
評
議
会
（
家
一
山
α
一
Φ
国
Q
し
つ
酢
】
∪
①
｛
Φ
μ
も
。
Φ
O
O
環
口
O
一
一
）
な
る
組
織
の
設
立
を
構
想
し
て
い
た
。
防
衛
評
議
会
の
活
動

と
は
別
個
に
米
・
英
・
土
を
中
心
と
す
る
西
側
同
盟
国
は
軍
事
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
遂
行
し
、
…
機
が
熟
し
た
と
こ
ろ
で
防
衛
評
議
会
と
西
側
の
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
活
動
を
合
体
さ
せ
て
軍
事
同
盟
と
し
て
の
M
E
C
を
発
足
さ
せ
る
と
い
う
の
が
コ
リ
ン
ズ
構
想
の
骨
子
で
あ
っ
た
。
八
月
半
ば
、

J
C
S
は
コ
リ
ン
ズ
の
防
衛
評
議
会
構
想
を
承
認
し
、
既
存
の
M
E
C
構
想
の
代
案
と
し
て
国
務
省
側
に
提
示
し
た
。
国
務
省
は
、
防
衛
評
議

会
と
い
う
全
く
新
規
な
内
容
を
含
む
J
C
S
案
を
ほ
ど
な
く
基
本
的
に
受
け
入
れ
た
。
そ
の
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
そ
う
困
難
で
は
な
い
。
～

C
S
の
防
衛
評
議
会
構
想
は
、
か
つ
て
J
C
S
が
な
か
な
か
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
国
務
省
の
M
E
D
B
構
想
と
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
同

じ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
務
省
は
M
E
C
本
体
を
M
E
D
B
の
よ
う
な
政
治
的
機
構
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
～
方
、
軍
事
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は

M
E
C
や
N
A
T
O
の
枠
外
で
西
側
同
盟
諸
国
が
非
公
式
に
協
議
す
る
こ
と
で
遂
行
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

J
C
S
の
防
衛
評
議
会
は
国
務
省
の
考
え
る
M
E
C
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
ち
、
そ
れ
ら
と
別
枠
で
西
側
の
軍
事
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う
べ
き

と
の
点
で
も
両
者
は
同
じ
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
八
月
宋
の
協
議
に
お
い
て
国
務
省
と
J
C
S
は
、
中
東
諸
国
の
反
応
に
よ
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

防
衛
評
議
会
の
よ
う
な
組
織
の
設
立
を
柔
軟
に
考
慮
す
る
と
の
方
針
で
合
意
す
る
。
国
務
省
と
J
C
S
は
、
中
東
諸
国
を
西
側
陣
営
に
取
り
込

む
政
治
的
活
動
と
並
行
し
て
西
側
同
盟
国
に
よ
る
軍
事
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
推
進
し
、
そ
の
先
の
将
来
に
中
東
諸
国
が
参
加
す
る
軍
事
同
盟
網
を

設
立
す
る
と
い
う
大
ま
か
な
行
動
計
画
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
国
務
省
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
で
、
一
九
五
六
～
五
七
年
を
目
標
と
し
て
明
示
し
つ
つ
、
外
環
防
衛
戦
略
へ
の
移
行
の
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る
戦
力
や
予
想
さ
れ
る
コ
ス
ト
な
ど
を
分
析
す
る
よ
う
J
C
S
に
要
請
し
た
。
こ
の
国
務
省
の
働
き
か
け
は
、
米
軍
部
を
し
て

重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
一
〇
月
一
七
日
、
～
C
S
は
、
陸
軍
な
ど
の
抵
抗
を
乗
り
越
え
て
、
中
東
地
域
を
対
象
と
す

る
独
自
の
戦
略
分
析
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
開
始
さ
れ
た
作
業
は
、
ち
ょ
う
ど
一
年
後
に
J
C
S
自
身
に
よ
る

初
め
て
の
包
括
的
な
中
東
戦
略
分
析
と
し
て
結
実
す
る
。
同
分
析
は
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
線
防
衛
に
基
づ
く
戦
略
を
軍
事
的
に
合
理
的
な
目
標
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
勧
告
し
、
こ
れ
が
一
九
五
四
年
五
月
頃
J
C
S
の
正
式
な
承
認
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
線
戦
略
は
基
本
的
に
は
外
環
防
衛
戦

略
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
「
リ
ー
パ
ー
」
策
定
以
来
四
年
あ
ま
り
の
間
に
J
C
S
の
中
東
に
対
す
る
姿
勢
は
変
化
し
な
か
っ
た
よ
う
に
も
見
え

る
。
し
か
し
、
前
面
防
衛
と
い
う
漠
然
と
し
た
目
標
の
み
を
提
示
し
つ
つ
軍
事
的
責
任
を
圓
具
し
よ
う
と
す
る
従
来
の
～
C
S
の
姿
勢
と
、
自

ら
の
分
析
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
中
東
の
軍
事
問
題
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
一
九
五
二
年
末
以
降
の
姿
勢
の
間
に
は
、
大
き
な
質
的
変
化
が
あ

っ
た
。
事
実
、
J
C
S
は
次
期
政
権
の
下
で
国
務
省
以
上
に
積
極
的
な
中
東
政
策
を
提
唱
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
J
C
S
に
よ
る
独
自
の
中

東
戦
略
分
析
へ
の
着
手
は
、
米
軍
部
が
積
極
的
な
中
東
政
策
の
担
い
手
に
転
化
し
て
い
く
過
程
、
ひ
い
て
は
合
衆
国
政
府
が
積
極
的
な
中
東
政

策
を
展
開
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
く
過
程
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
重
要
な
転
換
点
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
二
年
十
一
月
頃
ま
で
に
は
、
国
務
省
と
J
C
S
は
、
西
側
陣
営
と
政
治
的
に
連
携
し
西
側
全
般
の
軍
事
態
勢
強
化
に
も
自
発
的
に
協

力
す
る
中
東
地
域
を
創
出
す
る
と
い
う
長
期
的
な
目
標
、
お
よ
び
大
ま
か
で
は
あ
る
が
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
段
階
的
な
行
動
計
画
に

合
意
し
て
い
た
。
第
一
段
階
と
し
て
は
中
東
に
お
け
る
西
側
指
向
を
強
化
す
る
と
い
う
政
治
的
な
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
に

お
け
る
軍
事
援
助
は
、
中
東
諸
国
の
軍
事
力
強
化
よ
り
は
同
諸
国
を
西
側
陣
営
に
取
り
込
む
と
い
う
政
治
的
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
第
二
段
階
に
至
っ
て
、
中
東
の
軍
事
態
勢
を
も
強
化
す
る
よ
う
な
地
域
的
機
構
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
が
以
上
の
道
筋
を
「
N
A
T
O
の
発
展
と
同
様
」
と
描
写
し
た
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
J
C
S
は
世
界
的

な
封
じ
込
め
態
勢
強
化
の
流
れ
に
中
東
地
域
を
組
み
込
も
う
と
す
る
国
務
省
の
主
張
を
い
ま
や
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
段
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⑧

階
で
形
成
さ
れ
た
国
務
省
と
J
C
S
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
以
後
数
年
間
の
合
衆
国
の
中
東
政
策
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
M
E
C
構
想
は
合
衆
国
政
府
の
中
東
政
策
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
を
促
す
触
媒
と
し
て
機
能
し
た
が
、
そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
た
と

き
、
具
体
的
ス
キ
ー
ム
と
し
て
の
実
体
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
合
衆
国
の
政
策
決
定
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
、
M
E
C
（
改
称
後
は
M
E
D
O
）
と

い
う
語
は
、
中
東
諸
国
の
協
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
緩
や
か
な
組
織
と
し
て
言
及
さ
れ
る
一
方
、
将
来
的
に
地
域
全
体
を
包
摂
す
る
よ
う
な
同

盟
シ
ス
テ
ム
を
指
す
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
M
E
C
／
M
E
D
O
構
想
を
取
り
巻
く
状
況
は
好
転
し
て
い

な
か
っ
た
。
こ
こ
で
や
や
時
間
を
遡
っ
て
、
M
E
C
／
M
E
D
O
構
想
を
め
ぐ
る
外
交
的
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
節
中
東
コ
マ
ン
ド
構
想
の
終
焉

　
ト
ル
コ
の
N
A
T
O
加
盟
後
も
、
英
国
政
府
は
ト
ル
コ
の
軍
事
力
を
中
東
防
衛
に
活
用
す
る
枠
組
み
と
し
て
早
期
に
M
E
C
を
実
現
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
一
九
五
二
年
前
半
、
英
国
政
府
は
数
度
に
わ
た
り
自
ら
が
作
成
し
た
M
E
C
構
想
案
を
合
衆
国
政
府
に
提
示
し
、

そ
の
同
意
を
求
め
続
け
た
。
米
歯
間
の
意
見
交
換
の
過
程
で
、
六
月
に
は
「
コ
マ
ン
ド
」
の
語
が
中
東
諸
国
の
反
発
を
惹
起
す
る
可
能
性
に
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

み
て
組
織
の
名
称
を
M
E
D
O
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
側
か
ら
見
る
と
一
連
の
英
国
側
提
案
に
は
一
貫
し
た
問

題
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
米
国
側
は
主
に
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
、
一
九
五
二
年
秋
に
至
る
ま
で
英
国
側
に
執
拗
に
修
正
を
求
め
続
け
た
。
こ

こ
で
示
さ
れ
た
米
国
側
の
立
場
の
一
貫
性
は
、
合
衆
国
が
独
自
の
中
東
政
策
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
事
実
を
反
映
し
て
い
た
。

　
ま
ず
英
国
政
府
は
、
ト
ル
コ
の
参
加
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
他
の
申
東
諸
圏
の
動
向
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
M
E
C
／
M
E
D
O
を
早
期
に
設
立

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
米
国
側
は
、
よ
り
多
く
の
中
東
諸
国
の
参
加
が
得
ら
れ
る
形
で
M
E
C
／
M
E
D
O
を
設
立

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
実
際
に
は
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
感
情
へ
の
配
慮
を
説
く
人
々
す
ら
M
E
C
／
M
E
D
O

の
役
割
や
機
構
な
ど
重
要
問
題
の
決
定
過
程
に
ま
で
中
東
諸
国
の
発
言
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
米
国
側
は
N
A
T
O
諸
国
だ
け
で
M
E
C
／
M
E
D
O
を
既
成
事
実
化
し
、
そ
れ
を
中
東
諸
国
に
押
し
つ
け
る
よ
う
な
設
立
手
順
に
一
貫
し
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⑩

て
反
対
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
英
国
は
依
然
と
し
て
M
E
C
に
よ
っ
て
主
に
軍
事
的
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
一
九
五
一
年
夏
に
合
意
さ
れ
た
M
E
C

の
軍
事
指
令
系
統
を
温
存
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
、
S
A
C
M
E
上
部
に
N
A
T
O
S
G
と
同
一
人
物
よ
り
な
る
M
E
S
G

を
設
置
す
る
と
い
う
二
重
資
格
構
想
に
固
執
し
た
。
一
方
の
米
國
側
は
、
政
治
的
目
標
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
軍
事
指
令
系
統
は
重
要
で
は

な
い
、
ひ
い
て
は
N
A
T
O
諸
国
が
構
成
す
る
上
部
機
関
が
M
E
C
／
M
E
D
O
の
決
定
権
を
握
る
よ
う
な
枠
組
み
は
中
東
諸
国
の
反
発
を
招

く
ゆ
え
に
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
た
。
彼
ら
は
、
少
な
く
と
も
M
E
C
／
M
E
D
O
設
立
当
初
は
、
米
・
英
・
土
の
非
公
式
な
連
絡
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

っ
て
、
軍
事
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
含
む
上
部
機
関
に
期
待
さ
れ
る
機
能
を
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
英
国
政

府
は
巧
み
な
外
交
を
展
開
す
る
。
彼
ら
は
、
N
A
T
O
S
G
の
発
言
権
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
二
重
資
格
構
想
に
固
執

す
る
と
予
想
し
、
自
ら
は
米
国
に
圧
力
を
加
え
る
の
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
八
月
以
降
、
英
国
主
導
で
M
E
D
O
構
想
の
検
討

作
業
が
米
英
二
国
間
交
渉
か
ら
フ
ラ
ン
ス
な
ど
原
加
盟
国
と
想
定
さ
れ
た
諸
国
に
拡
大
さ
れ
る
や
、
英
国
の
予
想
通
り
、
仏
政
府
は
二
重
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

構
想
へ
の
執
着
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
側
陣
営
内
に
お
け
る
M
E
D
O
交
渉
は
進
捗
を
阻
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
抵
抗
は
克
服
で
き
ぬ
ほ
ど
重
大
な
障
害
で
は
な
か
っ
た
。
合
衆
国
政
府
を
し
て
早
期
の
M
E
D
O
設
立
を
断
念
せ
し

め
た
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
情
勢
で
あ
っ
た
。
～
九
五
二
年
七
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
経
て
エ
ジ
プ
ト
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
ナ
ギ
ブ

（
竃
。
悪
臣
白
巴
影
σ
q
丘
げ
）
以
下
自
由
将
校
団
は
、
自
ら
を
反
共
的
改
革
者
と
し
て
描
き
、
合
衆
国
政
府
に
期
待
を
抱
か
せ
て
い
た
。
合
衆
国
政

府
は
、
一
〇
月
半
ば
に
至
る
ま
で
エ
ジ
プ
ト
側
に
改
め
て
M
E
D
O
参
加
を
打
診
す
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
。
し
か
し
ナ
ギ
ブ
政
権
は
、

英
・
エ
ジ
プ
ト
交
渉
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
ス
ー
ダ
ン
問
題
で
は
柔
軟
な
姿
勢
を
示
す
｝
方
で
、
ス
エ
ズ
基
地
問
題
に
関
し
て
は
奔
命
全
面
撤

退
を
要
求
す
る
基
本
的
姿
勢
を
崩
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
同
年
半
ば
ま
で
に
は
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
参
加
が
な
け

れ
ば
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
M
E
C
／
M
E
D
O
参
加
は
困
難
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
た
が
、
い
ま
や
そ
れ
が
現
実
化
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
を
受
け
て
合
衆
国
政
府
は
、
一
一
月
五
日
、
英
国
に
対
し
て
M
E
D
O
設
立
の
前
提
条
件
た
る
英
・
エ
ジ
プ
ト
紛
争
の
解
決
に
外
交
努
力
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アメリカ合衆国の中東政策の形成（小野沢）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
集
中
す
べ
き
と
の
判
断
を
通
告
す
る
。
一
九
五
三
年
に
入
っ
て
か
ら
も
M
E
D
O
の
名
の
下
に
中
東
に
何
ら
か
の
機
講
を
設
立
し
よ
う
と
す

る
散
発
的
な
動
き
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
米
国
側
の
通
皆
を
境
に
、
M
E
C
／
M
E
D
O
の
早
期
設
立
を
目
標
と
し
て
一
九
五
一
年
春
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

来
断
続
的
に
続
い
て
き
た
米
英
の
一
連
の
外
交
的
努
力
は
事
実
上
の
終
わ
り
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　
十
｝
月
の
決
定
は
、
合
衆
國
政
府
が
中
東
全
域
を
対
象
と
す
る
地
域
的
政
策
か
ら
個
々
の
中
東
諸
国
へ
の
政
策
を
決
定
し
た
最
初
の
明
白
な

事
例
で
あ
っ
た
。
中
東
諸
国
の
支
持
を
獲
得
し
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ら
を
西
側
の
同
盟
体
制
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
明
確
に
目
標
と
し
て
定
め

ら
れ
た
以
上
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
関
係
構
築
を
阻
害
し
て
い
る
英
・
エ
ジ
プ
ト
紛
争
の
解
決
を
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
十
一
月

の
合
衆
国
政
府
の
決
定
と
英
国
に
対
す
る
姿
勢
は
、
独
自
の
地
域
的
政
策
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
合
衆
国
の
薪
た
な
ス
タ
ン
ス
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
五
三
～
五
四
年
は
中
東
を
め
ぐ
る
米
英
関
係
が
全
般
的
に
良
好
に
推
移
し
た
時
期
で
あ
り
、
独
自

の
方
針
を
主
張
す
る
合
衆
国
に
英
国
が
屈
伏
す
る
と
い
う
図
式
で
事
態
が
進
展
し
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
手
掛
か
り

と
し
て
、
一
九
五
二
年
末
に
英
国
政
府
が
採
用
し
た
新
た
な
中
東
政
策
・
戦
略
を
一
瞥
し
て
お
く
こ
と
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

　
皮
肉
に
も
一
九
五
二
年
後
半
に
は
、
英
国
政
府
の
M
E
D
O
構
想
は
合
衆
国
側
の
そ
れ
と
重
な
り
合
う
部
分
を
む
し
ろ
増
大
さ
せ
つ
つ
あ
っ

た
。
一
九
五
二
年
六
月
に
採
用
さ
れ
た
同
年
版
の
「
防
衛
政
策
と
世
界
戦
略
」
は
、
経
済
的
・
財
政
的
観
点
か
ら
英
国
の
常
備
戦
力
を
縮
小
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
三
斜
政
策
は
放
棄
さ
れ
て
、
中
東
の
重
要
性
は
平
時
に
は
英
本
国
・
西
欧
と
極
東
に
次
ぐ
第
三
位
の
位
置
を
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
中
東
駐
留
英
国
の
縮
小
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
全
般
的
戦
略
の
変
化
を
受
け
、
同
年
一
一
月
ま
で
に
は
英
国
の
中
東
軍

事
戦
略
は
、
エ
ジ
プ
ト
中
心
の
従
来
の
戦
略
か
ら
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
イ
ラ
ク
戦
略
と
呼
ば
れ
る
新
戦
略
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
イ

ラ
ク
戦
略
の
骨
子
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
域
に
最
終
防
衛
線
を
構
築
し
つ
つ
、
総
軍
・
イ
ラ
ク
軍
・
ヨ
ル
ダ
ン
軍
（
ア
ラ
ブ
軍
団
〉
鑓
び
じ
Φ
α
q
一
自
）

を
イ
ラ
ク
北
東
部
に
展
開
し
、
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
線
で
ソ
連
軍
の
南
下
を
阻
止
ま
た
は
遅
延
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
C
O
S
は
、
従
来

よ
り
小
規
模
な
戦
力
で
も
遂
行
で
き
る
と
し
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
イ
ラ
ク
戦
略
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
つ
て
戦
力
不
足
を
理
由
に
外
環

防
衛
戦
略
が
却
下
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
C
O
S
の
説
明
は
い
か
に
も
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
何
れ
に
せ
よ
、
　
九
五
二
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年
末
ま
で
に
は
、
英
国
の
中
東
軍
事
戦
略
は
あ
る
種
の
外
環
防
衛
戦
略
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
薪
戦
略
の
下
で
は
、
戦
時
に
英
軍
が
展
開
す

る
イ
ラ
ク
・
ヨ
ル
ダ
ン
地
域
の
基
地
に
戦
略
物
資
を
予
め
備
蓄
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
両
国
の
軍
事
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
略
的
転
換
の
過
程
で
、
イ
ラ
ク
、
ヨ
ル
ダ
ン
を
初
め
と
す
る
中
東
諸
国
と
の
協
力
関
係
を
増
進
す
る
こ
と
が
英
国
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

府
に
と
っ
て
も
焦
眉
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
手
段
と
し
て
M
E
D
O
を
活
用
す
る
可
能
性
が
議
論
に
の
ぼ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
英
国
政
府
は
主
に
軍
事
的
必
要
を
満
た
す
た
め
に
M
E
C
／
M
E
D
O
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
そ
の
姿
勢
は
レ
ヴ
ァ

ン
ト
・
イ
ラ
ク
戦
略
へ
の
移
行
に
際
し
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
政
府
と
は
全
く
異
な
る
経
路
を
た
ど
り
つ
つ
、
英
国
政
府

も
ま
た
幅
広
い
中
東
諸
国
と
の
協
力
関
係
構
築
の
手
段
と
し
て
M
E
D
O
の
よ
う
な
組
織
に
期
待
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

短
期
的
に
見
れ
ば
、
合
衆
国
側
と
の
見
解
の
接
近
を
英
国
政
府
が
米
英
交
渉
の
場
で
活
用
す
る
機
会
は
訪
れ
な
か
っ
た
。
一
一
月
以
降
、
合
衆

国
政
府
の
圧
力
の
下
、
英
国
政
府
は
エ
ジ
プ
ト
政
府
（
お
よ
び
イ
ラ
ン
政
府
）
と
の
直
接
交
渉
の
準
備
に
忙
し
く
、
早
期
に
M
E
D
O
を
設
立
し

よ
う
と
す
る
動
き
は
英
国
政
府
内
に
お
い
て
も
背
景
に
退
い
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
M
E
D
O
に
対
す
る
米
里
の
認
識
の
接
近
は
、
英
国
政
府

が
外
環
防
衛
戦
略
を
採
用
し
、
さ
ら
に
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
段
階
的
撤
退
方
針
に
急
速
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
～
九
五
三
年
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
現
出
す
る
中
東
を
巡
る
新
た
な
米
墨
協
調
の
時
代
の
重
要
な
背
景
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

　
一
九
五
三
年
六
月
一
日
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
国
務
長
官
ダ
レ
ス
（
ず
ぎ
国
∪
亀
①
ω
）
は
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
演
説
を
行
い
、

そ
の
中
で
M
E
D
O
は
「
す
ぐ
に
実
現
で
き
そ
う
な
可
能
性
で
は
な
く
将
来
の
可
能
性
」
に
属
す
る
と
の
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、
ソ
連
の
脅
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⇒
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圏
酔
ゲ
Φ
同
昌
　
け
一
Φ
「
）
」
地
帯
か
ら
親
西
側
的
な
同
盟
網
が
構
築
さ
れ
う
る
と
の
期
待
感
を
表
明
し
た
。

合
衆
国
の
中
東
政
策
の
大
転
換
に
見
え
る
ダ
レ
ス
の
方
針
に
対
し
て
、
合
衆
国
政
府
内
か
ら
目
立
っ
た
異
論
が
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
検

討
に
値
し
よ
う
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
M
E
D
O
を
早
期
に
設
立
し
よ
う
と
す
る
外
交
的
な
動
き
は
、
一
九
五
二
年
末
に
は
事
実
上
終
了
に
向

か
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
五
月
に
は
、
米
・
英
・
土
軍
部
の
代
表
が
ト
ル
コ
の
イ
ズ
ミ
！
ル
に
お
い
て
中
東
防
衛
戦
略
の
協
議
に

向
け
た
非
公
式
な
接
触
を
開
始
し
て
い
た
。
か
つ
て
M
E
C
／
M
E
D
O
に
期
待
さ
れ
た
重
要
な
軍
事
的
目
標
が
そ
れ
な
し
に
実
現
に
向
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
理
由
は
、
前
政
権
期
に
形
成
さ
れ
て
い
た
中
東
政
策
に
関
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
新
政
権
が

引
き
継
ぎ
、
彼
ら
が
そ
の
連
続
性
を
認
識
し
て
い
た
点
に
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
の
演
説
に
先
立
つ
N
S
C
会
合
に
お
い
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は

「
我
々
の
思
考
か
ら
M
E
D
O
構
想
を
消
し
去
っ
て
は
な
ら
な
い
。
い
っ
か
将
来
、
よ
り
現
実
的
に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
は
再
検
討
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
J
C
S
も
ま
た
、
「
中
東
の
全
ア
ラ
ブ
諸
国
が
積
極
的
に
参
加
す
る
M
E
D
O
の
必
要
性
は
全
く
減
じ
て
い
な
い
」

と
の
認
識
を
示
し
、
前
記
の
米
・
英
・
土
の
軍
事
協
議
を
「
M
E
D
O
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
し
か
る
べ
き
機
構
が
実
現
す
る
ま
で
の
暫
定
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

方
策
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
中
東
全
域
を
包
摂
す
る
M
E
C
／
M
E
D
O
の
よ
う
な
機
構
の
設
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立
を
長
期
的
な
目
標
と
し
て
抱
き
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て
、
当
面
は
中
東
に
お
け
る
政
治
的
環

境
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
彼
ら
は
認
識
し
て
い
た
。
ダ
レ
ス
が
従
来
の
政
策
に
加
え
た
変
更
は
、
こ
の
第
～
段
階
の
政
策
を
北
部
と
南
部

に
分
割
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
北
部
に
お
い
て
親
西
側
的
な
同
盟
網
の
形
成
を
先
行
さ
せ
る
一
方
で
、

南
部
に
お
い
て
は
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
連
携
強
化
の
た
め
に
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
英
・
エ
ジ
プ
ト
紛
争
の
解
決
に
引
き
続
き
大

き
な
関
心
を
示
し
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
る
な
ら
、
中
東
地
域
全
体
を
西
側
陣
営
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
合
衆
国
の
地
域
的
目
標

に
変
化
は
な
く
、
「
重
層
」
構
想
は
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
術
の
変
更
、
さ
ら
に
は
地
域
的
同
盟
網
の
起
点
を
変
更
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
M
E
C
／
M
E
D
O
と
い
う
具
体
的
ス
キ
ー
ム
自
体
は
日
の
目
を
見
ず
に
消
滅
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
構
想
す
る
過
程
で
形
成

さ
れ
た
合
衆
国
の
中
東
に
対
す
る
地
域
的
目
標
お
よ
び
大
ま
か
に
二
段
階
よ
り
な
る
地
域
的
政
策
の
枠
組
み
は
、
以
後
数
年
間
の
合
衆
国
の
中

東
政
策
を
規
定
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
合
衆
國
が
か
つ
て
の
よ
う
な
英
国
に
依
存
し
た
中
東
政
策
に
圓
帰
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。
合

衆
国
は
ひ
き
つ
づ
き
申
東
へ
の
軍
事
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
拒
否
し
続
け
、
本
稿
が
扱
っ
た
時
期
に
お
い
て
は
、
既
に
事
実
上
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
行
っ
て
い
た
ト
ル
コ
を
除
く
中
東
諸
国
に
政
治
的
・
軍
事
的
条
約
関
係
を
拡
大
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に

引
き
続
い
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
も
、
英
圏
を
中
東
政
策
の
遂
行
に
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
見
倣
し
続
け
て
い
く
。
し
か
し
な

が
ら
、
合
衆
国
は
い
ま
や
英
国
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
許
さ
ず
、
合
衆
国
が
期
待
す
る
役
割
や
行
動
を
英
国
に
事
実
上
強
流
す
る
姿
勢
を
強
め
て

い
た
。
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
た
ち
が
中
東
「
全
域
」
に
対
す
る
独
自
の
将
来
像
を
抱
く
と
い
う
こ
と
は
、
英
国
に
も
そ
の
将
来
像
の
枠
組
み

の
中
で
行
動
す
る
こ
と
を
期
待
ま
た
は
要
求
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
一
九
五
三
年
ま
で
に
は
中
東
を
め
ぐ
る
米
英
の
思

惑
は
大
き
く
重
な
り
合
い
、
そ
の
後
約
二
年
間
に
わ
た
り
、
い
わ
ば
新
た
な
基
盤
に
立
つ
米
英
協
調
の
時
代
が
現
出
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

下
で
は
、
合
衆
国
が
英
国
に
自
ら
の
方
針
を
強
制
す
る
場
面
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
表
面
的
な
代
歯
関
係
の
態
様
に
か

か
わ
ら
ず
、
合
衆
国
政
府
は
M
E
C
／
M
E
D
O
構
想
の
検
討
過
程
で
培
っ
た
地
域
的
政
策
を
独
自
に
発
展
さ
せ
、
必
要
と
あ
ら
ば
英
国
に
自
133 （273）



ら
の
方
針
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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Zong－li　Yamen　as　the　ceRtral　institution　of　the　Qing　court　be　the　sole　ofice　in

charge　of　its　diplomacy　sharpened　his　differences　with　Li．

The　Formation　of　American　Regional　Policy　for　the　Middle　East：

The　Middle　East　Cornmand　Concept　and　lts　Legacy，　1950－1952

by

ONOZAWA　Toru

　　The　early　1950s　witnessed　a　significant　shift　in　the　American　attitude　toward

the　Middle　East．　For　several　years　after　the　Second　World　War，　the　Americans

wishfully　hoped　that　Britain　would　remain　the　dominant　and　stabilizing　power　in

the　Middle　East，　and　were　in　fact　trying　to　rely　on　the　British　presence　and

infiuence　there．　By　the　time　the　Truman　administration　left　ocace，　however，　the

United　States　was　prepared　to　play　a　more　active　role　in　the　Middle　East　in　an

effort　to　enlist　the　region　withn　the　Western　camp．　An　ultimately　abortive　plan　to

establish　a　multilateral　organization　Ramed　Middle　East　Cornmand　（MEC）　and　later

Middle　East　Defense　Organization　（MEDO）　functioned　as　the　catalyst　that　brought

about　this　shift　in　the　American　attitude．　While　American　and　British　othcials　used

this　prospective　regional　organization　to　orient　ailied　policy　in　a　direction

cor｝forming　with　their　objectives，　it　also　became　an　arena　in　which　diplomats　and

generals　within　the　US　govemment　tied　to　forge　consensus　on　policy　toward　the

regton．

　　This　article　highlights　the　regional　dmension　of　the　US　policy　toward　the　Middle

East　tltat　emerged　in　the　early　1950s．　The　most　impressive　and　profound　feature

of　the　emergent　policy　was　that　its　objective　was　defined　firmly　in　regional　terms．

The　American　policymakers　came　to　envisage　some　regional　order　or　stmcture

that　would　cover　the　whole　regton，　promote　Middle　Easterners’　political

orientation　toward　the　West，　and　enable　a　military　strategy　based　on　a　forward

defeltse　line　as　their　ultimate　objective．　This　regional　objective，　together　with　a

vagueiy　defined　course　of　action　to　implement　it，　constituted　the　backdrop　of　the

US　policy　toward　the　region　for　several　years　to　come．　Concurrently，　the

crystadization　of　the　American　regional　perspective　toward　the　Middle　East

graduaby　transformed　the　character　of　the　Angio－Arnerican　relationship　over　the
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region．　While　the　US　copsisteRtly　refused　to　shoulder　the　burden　of　substantial

military　responsibdity　there，　its　leaders　became　more　and　more　iRclined　to　expect

the　British　to　play　a　rele　within　the　framework　of　American　policy，　and　to　impose，

if　necessary，　their　own　prescriptions　on　their　ally　across　the　Atlantic．
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